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双葉保育園ではシトラスリボン運動に取り組
んでいます。リボンが人の心を繋ぐ架け橋に
なることを願って誰もが安心して過ごせる社
会を目指しています。

　『
ラ
ー
ゲ
リ
よ
り
愛
を
こ
め
て
』

と
い
う
映
画
が
12
月
に
公
開
さ
れ

ま
す
。主
人
公
山
本
幡
男
氏
（
西
ノ

島
町
出
身
）を
、
嵐
の
二
宮
和
也
さ

ん
が
、
妻
モ
ジ
ミ
さ
ん（
本
町
五
箇

出
身
）を
、北
川
景
子
さ
ん
が
演
じ
、

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
原
作
は
、
辺
見
じ
ゅ
ん
氏
の『
収

容
所（
ラ
ー
ゲ
リ
）か
ら
来
た
遺
書
』

で
す
が
、第
二
次
世
界
大
戦
後
の
過

酷
な
シ
ベ
リ
ア
収
容
所
で
、生
き
る

希
望
を
最
後
ま
で
諦
め
な
か
っ
た

幡
男
さ
ん
と
そ
の
仲
間
た
ち
と
の

絆
、
そ
し
て
、
帰
り
を
待
ち
続
け
た

モ
ジ
ミ
さ
ん
た
ち
家
族
の
感
動
の

実
話
で
す
。戦
争
の
悲
惨
さ
や
劣
悪

さ
に
心
痛
む
場
面
も
多
い
で
す
が
、

幡
男
さ
ん
の
力
強
い
生
き
様
に
深

い
感
銘
と
、
温
か
い
人
間
愛
に「
人

と
し
て
大
事
な
心
」を
学
び
ま
し
た
。

　
混
迷
が
続
く
世
の
中
で
す
が
、私

も
議
会
活
動
を
通
じ
て
、幡
男
さ
ん

や
モ
ジ
ミ
さ
ん
の
よ
う
に『
未
来
へ

の
希
望
』を
懸
命
に
探
求
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
責
）　
　
岡
田
　
智
子

編
集
後
記

採 決 の 状 況

賛成多数で可決した議案（定例会）

第３回 臨時会　全会一致で可決した議案

９月 定例会　全会一致で可決・認定・同意した議案

隠岐の島町議会基本条例の制定

件　　　名

令和4年度一般会計補正予算（第2号）

物品購入契約の締結〔西郷歯科診療所医療機器購入〕

［報告］令和3年度上水道事業会計予算繰越計算書に
ついて

令和4年度国保事業勘定特別会計補正予算（第2号）

令和4年度国保施設勘定（五箇診療所）特別会計補正予算
（第1号）

令和4年度下水道事業特別会計補正予算（第3号）

令和4年度後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算
（第1号）

職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例

証紙条例の一部を改正する条例

国民健康保険診療所設置及び管理条例の一部を改正
する条例

クリーンセンター設置及び管理条例を廃止する条例

工事請負契約の締結
〔3災1900号 町道油井21号線①道路災害復旧工事〕

工事請負契約の締結〔中村浄化センター建設工事〕

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
（2名）

令和4年度下水道事業特別会計補正予算（第2号）

訴え提起前の和解について（即決和解1件）

令和4年度一般会計補正予算（第3号）

令和4年度国保施設勘定（中村診療所）特別会計補正予算
（第1号）
令和4年度国保施設勘定（都万診療所）特別会計補正予算
（第1号）

令和4年度訪問看護事業特別会計補正予算（第1号）

令和4年度上水道事業会計補正予算（第1号）

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

特別会計条例の一部を改正する条例

地域の振興を促進するための固定資産税の課税免除等に
関する条例の一部を改正する条例
工事請負契約の締結
〔油井漁港（蔵田地区）ケーソン製作工事〕
工事請負契約の締結
〔五箇中学校受電設備更新・特別教室空調整備工事〕
令和3年度上水道事業会計未処分利益剰余金の
処分及び決算の認定
令和3年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定
（12件）

米
　澤

髙
　宮

石
　田

前
　田

安
　部

池
田
賢

西
　尾

菊
　地

村
　上

大
　江

田
　中

齋
　藤

藤
　野

牧
　野

岡
　田

◯◯◯

×

◯◯◯◯◯◯

××

◯◯

×



隠岐の島町　議会だより3 隠岐の島町　議会だより 2

9
月
定
例
会
は
9
月
15
日

（
木
）
か
ら
29
日
（
木
）
ま
で
、

15
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、

令
和
4
年
度
一
般
会
計
・
特
別

会
計
の
補
正
予
算
9
件
並
び

に
、
条
例
の
一
部
改
正
・
廃
止

7
件
、
工
事
請
負
契
約
締
結
4

件
の
他
、
令
和
3
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
等
の
歳
入
歳
出

決
算
認
定
13
件
な
ど
、
計
33
件

の
議
案
及
び
、
諮
問
2
件
を
全

会
一
致
で
原
案
通
り
可
決
、
認

定
、
同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、受
理
し
た
請
願
1
件
、

要
望
1
件
は
採
択
し
、
継
続
審

査
の
要
望
1
件
は
、不
採
択（
一

部
採
択
）
と
し
、
議
員
発
議
で

上
程
さ
れ
た
隠
岐
の
島
町
議
会

基
本
条
例
（
施
行
日
令
和
5
年

1
月
1
日
）
は
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

町
政
に
対
し
て
8
名
が
一
般

質
問
を
行
い
、
議
案
に
対
し
3

名
が
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。　8月1日（月）第3回臨時会を開催し、令和4年度一般会計・特別会計の補正

予算2件及び、物品購入契約締結１件、和解について1件を全会一致で原案通り
可決しました。

新型コロナウイルス対策商工事業者支援事業
2億4,050万円

本年4月からの新型コロナウイルス感染拡大、
飲食店の利用制限の要請等の影響により、売り
上げが減少している町内の飲食業、小売業等の
事業継続を支援するための町独自の給付金。

新型コロナウイルス対策水産事業者
支援事業補助金　   　　 2,000万円
水揚げ箱数の制限と価格低下の影響を
大きく受けているバイ籠漁業4事業者の
経営を支援するもの。

西郷歯科診療所医療機器購入
1,958万円

13者による指名競争で、株式会社東歯
科商店 松江支店が落札。

福祉介護事業所原油価格高騰対策事業補助金
2,194万円

燃油価格の高騰下における、福祉介護事業者の経済的
負担の軽減を図り、安定的なサービスの提供を確保す
るもの。

消費喚起・物価高騰対策商品券発行事業
1億4,786万円

町民1人あたり1万円分の地域応援商品券を配付し、
地域経済の活性化と家計支援を図るもの。

林業振興事業　　　　　　　　　796万円
・木材乾燥施設更新機材高騰補助　 500万円
・森林作業道開設支援補助　　　　 296万円

航空機利用促進対策事業　　　2,200万円
・隠岐⇔大阪便運賃助成　  　　　　 200万円
・隠岐⇔出雲便運賃助成　　　　　2,000万円
行動制限解除等により、島民の航空機利用者
が増加したことによる運賃補助の増額分。

海上交通維持対策事業　　　　4,200万円
行動制限解除等により、島民のフェリー、高速船
利用者が増加したことによる運賃補助の増額分。

介護・福祉サービス事業所等の車両購入補助
125万円

車両購入申請が4事業者（5台）⇒5事業者（7
台）に増加したことによる増額分。

対象業種（207）
・飲食業（81）　・食品製造業（11）　・宿泊業（33）
・小売・卸売業（54）　・交通・観光関連業（28）

主な補正予算

主な補正予算

物品購入契約の締結

工事請負契約の締結

9
月
定
例
会

第3回
臨時会

令和3年度 歳入歳出 会計決算を認定
一般会計・特別会計（11会計）・上水道会計（企業会計）決算額 一覧
区　　　　　分

一般会計・特別会計（合計）

歳入決算額 歳出決算額 形式収支額
180億1,675万円
20億3,807万円

9,673万円
1億2,470万円
1億1,567万円
15億8,643万円

2,090万円
2,560万円
4,018万円
1,120万円
1,414万円

4億2,326万円
44億9,688万円

176億9,465万円
19億8,770万円

9,549万円
1億2,362万円
1億1,461万円
15億8,618万円

2,072万円
2,475万円
3,983万円
1,046万円
14万円

4億1,960万円
44億2,311万円

3億2,210万円
5,037万円
124万円
108万円
106万円
25万円
18万円
85万円
35万円
74万円

1,400万円
366万円
7,377万円

225億1,363万円 221億1,776万円 3億9,587万円

一　般　会　計
国民健康保険事業
国民健康保険施設（中村診療所）
国民健康保険施設（五箇診療所）
国民健康保険施設（都万診療所）
下水道事業
駐車場事業
訪問看護事業
布施へき地診療施設事業
五箇へき地診療施設事業
中財産区
後期高齢者医療保険事業
　　　　特別会計（合計）

注 : 万円単位表示により収支額等に不一致あり

五箇中学校特別教室（調理実習室）

五箇中学校受電設備更新・特別教室空調整備工事
5者による指名競争入札で、有限会社旭電機が
7,238万円で落札。

中村浄化センター建設工事
5者による指名競争入札で、株式会社金田建設
が5億5,500万円で落札。

油井漁港〔蔵田地区〕ケーソン製作工事
4者による指名競争入札で、徳畑建設株式会社
が1億4,740万円で落札。

3災1900号町道油井21号線①道路災害復旧工事
15者による指名競争入札で、徳畑建設株式会
社が6,539万5,000円で落札。

人権擁護委員推薦人権擁護委員推薦

・竹林  行政 氏
任期 : 令和5年1月1日～令和7年12月31日

・鳥本  幸枝 氏
任期 : 令和5年1月1日～令和7年12月31日

たけばやし　ゆきまさ

とりもと　さち　え

特
　
別
　
会
　
計

上水道事業（企業会計） 5億9,434万円 5億8,436万円 998万円
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9
月
定
例
会
は
9
月
15
日

（
木
）
か
ら
29
日
（
木
）
ま
で
、

15
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、

令
和
4
年
度
一
般
会
計
・
特
別

会
計
の
補
正
予
算
9
件
並
び

に
、
条
例
の
一
部
改
正
・
廃
止

7
件
、
工
事
請
負
契
約
締
結
4

件
の
他
、
令
和
3
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
等
の
歳
入
歳
出

決
算
認
定
13
件
な
ど
、
計
33
件

の
議
案
及
び
、
諮
問
2
件
を
全

会
一
致
で
原
案
通
り
可
決
、
認

定
、
同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、受
理
し
た
請
願
1
件
、

要
望
1
件
は
採
択
し
、
継
続
審

査
の
要
望
1
件
は
、不
採
択（
一

部
採
択
）
と
し
、
議
員
発
議
で

上
程
さ
れ
た
隠
岐
の
島
町
議
会

基
本
条
例
（
施
行
日
令
和
5
年

1
月
1
日
）
は
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

町
政
に
対
し
て
8
名
が
一
般

質
問
を
行
い
、
議
案
に
対
し
3

名
が
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。　8月1日（月）第3回臨時会を開催し、令和4年度一般会計・特別会計の補正

予算2件及び、物品購入契約締結１件、和解について1件を全会一致で原案通り
可決しました。

新型コロナウイルス対策商工事業者支援事業
2億4,050万円

本年4月からの新型コロナウイルス感染拡大、
飲食店の利用制限の要請等の影響により、売り
上げが減少している町内の飲食業、小売業等の
事業継続を支援するための町独自の給付金。

新型コロナウイルス対策水産事業者
支援事業補助金　   　　 2,000万円
水揚げ箱数の制限と価格低下の影響を
大きく受けているバイ籠漁業4事業者の
経営を支援するもの。

西郷歯科診療所医療機器購入
1,958万円

13者による指名競争で、株式会社東歯
科商店 松江支店が落札。

福祉介護事業所原油価格高騰対策事業補助金
2,194万円

燃油価格の高騰下における、福祉介護事業者の経済的
負担の軽減を図り、安定的なサービスの提供を確保す
るもの。

消費喚起・物価高騰対策商品券発行事業
1億4,786万円

町民1人あたり1万円分の地域応援商品券を配付し、
地域経済の活性化と家計支援を図るもの。

林業振興事業　　　　　　　　　796万円
・木材乾燥施設更新機材高騰補助　 500万円
・森林作業道開設支援補助　　　　 296万円

航空機利用促進対策事業　　　2,200万円
・隠岐⇔大阪便運賃助成　  　　　　 200万円
・隠岐⇔出雲便運賃助成　　　　　2,000万円
行動制限解除等により、島民の航空機利用者
が増加したことによる運賃補助の増額分。

海上交通維持対策事業　　　　4,200万円
行動制限解除等により、島民のフェリー、高速船
利用者が増加したことによる運賃補助の増額分。

介護・福祉サービス事業所等の車両購入補助
125万円

車両購入申請が4事業者（5台）⇒5事業者（7
台）に増加したことによる増額分。

対象業種（207）
・飲食業（81）　・食品製造業（11）　・宿泊業（33）
・小売・卸売業（54）　・交通・観光関連業（28）

主な補正予算

主な補正予算

物品購入契約の締結

工事請負契約の締結

9
月
定
例
会

第3回
臨時会

令和3年度 歳入歳出 会計決算を認定
一般会計・特別会計（11会計）・上水道会計（企業会計）決算額 一覧
区　　　　　分

一般会計・特別会計（合計）

歳入決算額 歳出決算額 形式収支額
180億1,675万円
20億3,807万円

9,673万円
1億2,470万円
1億1,567万円
15億8,643万円

2,090万円
2,560万円
4,018万円
1,120万円
1,414万円

4億2,326万円
44億9,688万円

176億9,465万円
19億8,770万円

9,549万円
1億2,362万円
1億1,461万円
15億8,618万円

2,072万円
2,475万円
3,983万円
1,046万円
14万円

4億1,960万円
44億2,311万円

3億2,210万円
5,037万円
124万円
108万円
106万円
25万円
18万円
85万円
35万円
74万円

1,400万円
366万円
7,377万円

225億1,363万円 221億1,776万円 3億9,587万円

一　般　会　計
国民健康保険事業
国民健康保険施設（中村診療所）
国民健康保険施設（五箇診療所）
国民健康保険施設（都万診療所）
下水道事業
駐車場事業
訪問看護事業
布施へき地診療施設事業
五箇へき地診療施設事業
中財産区
後期高齢者医療保険事業
　　　　特別会計（合計）

注 : 万円単位表示により収支額等に不一致あり

五箇中学校特別教室（調理実習室）

五箇中学校受電設備更新・特別教室空調整備工事
5者による指名競争入札で、有限会社旭電機が
7,238万円で落札。

中村浄化センター建設工事
5者による指名競争入札で、株式会社金田建設
が5億5,500万円で落札。

油井漁港〔蔵田地区〕ケーソン製作工事
4者による指名競争入札で、徳畑建設株式会社
が1億4,740万円で落札。

3災1900号町道油井21号線①道路災害復旧工事
15者による指名競争入札で、徳畑建設株式会
社が6,539万5,000円で落札。

人権擁護委員推薦人権擁護委員推薦

・竹林  行政 氏
任期 : 令和5年1月1日～令和7年12月31日

・鳥本  幸枝 氏
任期 : 令和5年1月1日～令和7年12月31日

たけばやし　ゆきまさ

とりもと　さち　え

特
　
別
　
会
　
計

上水道事業（企業会計） 5億9,434万円 5億8,436万円 998万円
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全
国
的
に
介
護
者

（
ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
）
支
援
に

つ
い
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

特
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は

孤
独
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

る
な
ど
知
ら
な
い
う
ち
に

学
業
や
就
職
、
友
人
関
係
、

そ
し
て
自
分
の
心
や
体
調

に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
国

は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

を
骨
太
方
針
に
明
記
し
、

実
態
調
査
や
職
員
研
修
に

関
連
す
る
経
費
に
予
算
措

置
を
し
、
今
後
も
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
強
化
を

し
て
い
く
と
示
し
た
。
ケ

ア
ラ
ー・ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
つ
い
て
の
見
解
と
今
後

の
取
り
組
み
は
。

ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
認

知
度
は
高
い
と
言
え
な
い

が
介
護
者
が
一
人
で
抱
え

込
む
こ
と
が
な
い
よ
う
各

部
署
で
対
応
し
て
い
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い

て
は
現
状
把
握
は
し
て
お

ら
ず
調
査
と
周
知
を
行
っ

て
い
く
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
は
、
高
齢

者
の
住
ま
い・介
護・医
療
・

予
防
・
生
活
支
援
を
目
的

に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
り
進
め

て
い
る
が
、
業
務
量
の
多

さ
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会

に
移
行
す
べ
き
と
思
う
が
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、
多
様
化
す
る
課
題
に

向
け
人
員
配
置
も
改
め
て

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
感
じ
る
。
社
会
福
祉
協

議
会
へ
の
業
務
移
行
は
理

想
だ
が
、
課
題
も
あ
り
現

段
階
で
は
移
行
は
考
え
て

い
な
い
。

町政に問う！町政に問う！

一般質問一般質問一般質問一般質問

問

町
長

町
長……町長答弁 問……議員質問

Ｑ
ケ
ア
ラ
ー
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
へ
の
調
査

及
び
支
援
策
を
。

Ａ
調
査
、
周
知
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

Ｑ
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
業
務
移
行
を
。

Ａ
今
は
課
題
も
あ
り
現

体
制
で
進
め
る
。

町
長

安部 大助  議員
あ　べ　 だいすけ

問

ケ
ア
ラ
ー
と
は

　
こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
に
不
調

の
あ
る
人
の「
介
護
」「
看
病
」

「
療
育
」「
世
話
」「
気
づ
か
い
」

な
ど
、
ケ
ア
の
必
要
な
家
族

や
近
親
者
、
友
人
、
知
人
な

ど
を
無
償
で
ケ
ア
す
る
人
の

こ
と
で
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は

　
家
族
に
ケ
ア
を
要
す
る
人

が
い
る
場
合
に
、
家
事
や
家

族
の
世
話
な
ど
を
日
常
的
に

行
っ
て
い
る
18
歳
未
満
の
子

ど
も
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
ケ
ア
が
必
要
な
人
と
は
、

主
に
障
が
い
や
病
気
の
あ
る

親
や
高
齢
の
祖
父
母
を
指
し

ま
す
。

　
子
ど
も
が
大
人
の
す
る
よ

う
な
ケ
ア
責
任
を
引
き
受

け
、
家
事
や
弟
・
妹
の
世
話
、

祖
父
母
の
介
護
等
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
置
か
れ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

令和3年度 一般会計 歳入・歳出 決算 内訳

歳 入
180億1,675万円

歳 出
176億9,465万円

依存財源

繰入金・諸収入等の内訳 （12億9,460万円）

令和3年度決算の特徴

目的別支出

・分担金及び負担金……… 1億8,430万円
・使用料及び手数料……… 3億5,945万円
・財産収入………………………2,097万円
・寄附金…………………………4,414万円
・繰入金…………………………1,837万円
・繰越金…………………… 1億5,835万円
・諸収入…………………… 5億  901万円

　2年続きの豪雨災害復旧費や前年に引き
続きコロナ対策関連経費の発生等の影響を
受け、通年と比較し決算規模は大きくなっ
たが、地方交付税の増額や特定財源が確保
されたことにより、基金は隠岐の島町応援
基金のみ取り崩し、基金全体で3億8,718
万円の積み立てができた。
　しかし、財源不足を補うための町債の発
行額は、令和3年度も償還額（公債費）を上
回り、今後も厳しい財政運営が続くと予測
されている。
　持続可能な財政運営の確立のため、国の
補助制度の活用や新たな財源確保、民間活
力の導入などに努めなければならない。

自主財源

8.4％

7.2％

41.0％
16.9％

16.8％

6.8％

2.9％

繰入金・諸収入等
12億9,460万円

町税
15億458万円

地方交付税
73億8,080万円

町債 
30億5,260万円

国庫支出金
30億2,423万円

県支出金
12億3,372万円

贈与税・その他交付金等
5億2,624万円

13.9％

19.8％

17.4％5.7％
5.2％

平成29年度

223.7223.7

300.0

250.0

200.0

150.0

100.0

50.0

0.0

56.0

54.0

52.0

50.0

48.0

46.0

44.0

42.0

230.9230.9
253.8253.8

274.7274.7 283.5283.5 54.954.9 55.055.0

51.551.5

46.846.8

50.650.6

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

7.4％

2.7％

6.9％

5.9％

12.8％

1.7％ 0.5％

総務費
24億6,338万円

その他
2億9,650万円

公債費
22億5,834万円

災害復旧費
10億4,610万円

教育費
12億2,794万円

消防費
４億8,298万円

土木費
13億663万円

商工費
9億2,176万円

農林水産費
10億75万円

衛生費
30億8,701万円

民生費
35億1,237万円

議会費9,089万円

健全な財政運営を維持するためには、
行財政改革の推進も不可欠である。

● 町債の発行残高は前年度より 8億 8,436 万円増加し、基金（貯金）は 3億 8,718 万円の増加となりました。

町債発行残高・基金残高の推移（普通会計）

普通会計 町債（借入金）残高（億円） 普通会計 基金残高（億円）

紙面上、質問と答弁は要約した内容になっております。
全文記録は議会事務局にあり、ホームページにも掲載しています。
またYou Tubeにて動画も公開しており、スマホや
タブレットから右のQRコードを読み取ると簡単に
アクセスできます。３年ぶりの一夜嶽牛突き大会
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健全な財政運営を維持するためには、
行財政改革の推進も不可欠である。

● 町債の発行残高は前年度より 8億 8,436 万円増加し、基金（貯金）は 3億 8,718 万円の増加となりました。
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アクセスできます。３年ぶりの一夜嶽牛突き大会
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今
年
９
月
６
日
の

台
風
11
号
で
、
昨

年
８
月
の
豪
雨
災
害
で
起

き
た
港
周
辺
な
ど
の
浸
水

被
害
の
経
験
が
活
か
さ
れ

ず
土
の
う
不
足
な
ど
備
え

は
不
十
分
だ
っ
た
。
そ
の

後
到
来
し
た
台
風
14
号
で

は
事
前
対
応
が
成
さ
れ
て

い
た
。

　
し
か
し
、
各
地
区
の
危

険
箇
所
の
確
認
や
地
元
消

防
団
な
ど
と
住
民
と
の
連

携
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は

な
か
っ
た
か
。

自
然
災
害
に
よ
る

浸
水
被
害
は
あ
ら

か
じ
め
発
生
が
予
測
で
き

る
。
過
去
の
経
験
を
活
か

し
土
の
う
の
常
備
な
ど
地

区
と
協
議
す
る
よ
う
指
示

を
し
た
。
自
助
・
共
助
の

で
き
る
地
区
を
増
や
す
こ

と
が
身
近
な
危
険
箇
所
を

減
ら
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
安
心
安
全
な
町
づ
く
り

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
地

区
で
の
避
難
訓
練
や
防
災

学
習
会
な
ど
行
政
と
し
て

支
援
で
き
る
こ
と
を
含
め

働
き
か
け
て
い
く
。

自
然
災
害
は
経
験

し
て
初
め
て
困
難

や
不
具
合
に
気
づ
き
、
次

に
や
っ
て
来
る
災
害
防
止

に
役
立
つ
も
の
だ
と
思
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
通
学

路
や
子
ど
も
の
遊
び
場
付

近
の
蓋
の
無
い
側
溝
や
、

白
線
が
消
え
か
か
っ
て
い

る
横
断
歩
道
な
ど
、
日
常

生
活
内
に
潜
む
危
険
箇
所

な
ど
は
、
管
轄
の
違
い
や

予
算
が
付
か
な
い
等
の
理

由
で
、「
相
談
し
て
も
対

応
し
て
も
ら
え
な
い
」と
、

住
民
の
方
々
の
声
を
聞

く
。
　

　
身
近
に
潜
む
危
険
箇
所

の
問
題
解
決
の
た
め
に
、

も
っ
と
住
民
の
話
に
、
寄

り
添
っ
て
対
応
し
て
は
ど

う
か
。

危
険
箇
所
に
つ
い

て
は
予
算
云
々
で

な
く
対
応
す
る
。
個
々
の

危
険
箇
所
は
担
当
部
署
と

し
て
地
区
に
出
掛
け
る
よ

う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
全
て
把
握

は
難
し
い
。
集
会
所
単
位

で
も
話
し
合
い
を
し
て
頂

き
、
地
区
か
ら
の
声
を
積

極
的
に
挙
げ
て
頂
け
れ
ば

と
思
う
。

各
地
域
の
文
化
的

資
源
を
活
用
し
て

旧
町
村
の
特
徴
を
生
か

し
、
利
益
を
生
む
経
済
活

動
を
目
指
す
べ
き
と
考
え

る
。
そ
の
為
に
は
役
場
職

員
の
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
必
須
だ
と
、
あ
る
町
民

か
ら
ご
意
見
を
頂
い
た
。

　
後
継
者
不
足
が
常
態
化

し
て
い
る
今
、
地
域
遺
産

を
持
続
可
能
に
し
て
い
く

こ
と
が
本
町
の
重
要
課
題

だ
が
、
そ
の
有
効
手
段
と

し
て
役
場
職
員
が
こ
の
こ

と
を
自
分
ご
と
と
認
識
し

各
人
が
集
落
支
援
員
と
し

て
意
識
・
行
動
し
て
い
く

よ
う
な
組
織
作
り
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

役
場
職
員
が
積
極

的
に
地
域
に
出
か

け
て
い
く
事
は
重
要
で
、

理
屈
よ
り
も
実
践
、
現
場

感
覚
を
養
う
必
要
が
あ

る
。「
地
域
担
当
職
員
制
度
」

を
設
け
て
あ
る
が
、
ほ
ぼ

機
能
し
て
い
な
い
。

　
地
域
に
出
掛
け
、
問
題

解
決
に
取
り
組
む
「
行
動

で
き
る
職
員
」
の
育
成
に

つ
い
て
、協
議・検
討
中
だ
。

長
野
県
で
は
今
年

度
か
ら
全
国
初
の

取
り
組
み
と
し
て
、
担
い

手
不
足
解
消
の
一
助
に
職

員
の
副
業
を
解
禁
し
、
勤

務
外
時
間
に
高
原
野
菜
等

の
農
業
支
援
す
る
と
い
う

も
の
だ
が
、
本
町
で
も
こ

れ
を
考
え
て
み
て
は
ど
う

か
。

　
ま
た
総
務
省
は
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
を
大
幅
に

増
員
す
る
と
表
明
し
て
い

る
。五
箇
を
例
に
と
れ
ば
、

「
花
の
里
づ
く
り
」
が
成

功
し
、
し
ゃ
く
な
げ
園
、

エ
ビ
ネ
園
、
ぼ
た
ん
園
の

今
が
あ
る
。
こ
の
花
の
里

と
郷
土
館
・
古
民
家
・
温

泉
・
レ
ス
ト
ラ
ン
等
を
結

び
付
け
利
益
を
生
む
工
夫

が
必
要
だ
が
、
３
花
園
は

後
継
者
不
足
で
一
刻
も
早

い
救
済
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
活

用
す
る
考
え
は
。

長
野
県
の
よ
う
な

産
業
面
で
の
職
員

の
副
業
解
禁
は
考
え
て
い

な
い
。

　
３
花
園
の
今
後
に
つ
い

て
は
集
落
支
援
員
を
中
心

に
協
議
・
検
討
を
し
て
い

る
。

問 Ｑ
浸
水
被
害
防
止
や
日

常
生
活
の
中
に
潜
む

危
険
箇
所
の
対
処
を
。

Ａ
自
助
・
共
助
の
で
き

る
地
区
を
増
や
す
こ

と
が
安
全
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
繋
が
る
。

台
風
11
号
の
通
過

に
よ
り
、
異
常
な

高
潮
が
発
生
し
、
港
町
の

八
尾
川
沿
い
の
地
区
で
は

道
路
が
冠
水
し
、
家
屋
の

浸
水
被
害
が
発
生
し
た
。

　
住
民
と
消
防
団
が
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
と
土
の
う
等

を
用
い
て
浸
水
防
止
処
置

作
業
を
行
っ
た
が
、
シ
ー

ト
や
土
の
う
の
不
足
に
よ

り
防
水
作
業
が
か
な
り
遅

れ
た
。

　
今
後
も
高
潮
等
で
浸
水

被
害
が
起
こ
る
恐
れ
の
あ

る
地
域
住
民
の
負
担
や
不

安
感
を
軽
減
す
る
た
め

新
庁
舎
な
ど
の
大

規
模
事
業
、
豪
雨

災
害
、
コ
ロ
ナ
と
大
変
な

中
で
、
財
政
運
営
を
行
っ

た
結
果
、
普
通
会
計
の
地

方
債
残
高
は
60
億
円
増
え

て
、
２
８
３
億
円
に
な
っ

て
い
る
が
５
年
間
の
評
価

は
。
自
主
財
源
を
ど
う
増

や
す
か
。限

ら
れ
た
財
源
の

重
点
配
分
を
行
い
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の

確
立
を
目
指
し
、
町
の
景

気
対
策
、
活
性
化
の
施
策

に
取
り
組
ん
だ
。
自
主
財

源
の
確
保
は
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
緊
張
感
を
持
っ

て
財
政
運
営
の
舵
取
り
を

す
る
。「

中
期
財
政
計
画
」

で
は
、
経
常
収
支

比
率
や
実
質
公
債
費
比

率
、
将
来
負
担
比
率
な
ど

の
数
字
が
悪
化
し
て
い

る
、
事
業
費
は
公
金
で
あ

る
と
い
う
意
識
を
徹
底

し
、
予
算
削
減
に
取
り
組

む
べ
き
だ
。

　
ま
た
、
外
部
委
託
が
余

り
に
も
多
す
ぎ
る
、
企
画

立
案
で
き
る
職
員
を
増
や

し
、
外
部
委
託
の
予
算
削

減
を
す
べ
き
と
思
う
が
。

将
来
負
担
等
を
注

視
し
、
健
全
な
財

政
運
営
に
努
め
、
事
務
事

業
の
見
直
し
、
事
業
の
優

先
順
位
の
選
択
を
行
い
、

徹
底
し
た
コ
ス
ト
意
識
と

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編

成
を
し
て
い
る
。

　
業
務
の
効
率
化
が
図
れ

る
事
業
は
外
部
委
託
を
行

う
。

第
一
次
産
業
の
活

性
化
と
、
６
次
産

業
化
を
図
る
べ
き
で
あ

る
。「
ふ
る
さ
と
納
税
３

億
円
」
を
目
指
せ
。

「
第
一
次
産
業
の

再
生
」
と
、「
ふ
る

さ
と
納
税
」
を
増
や
す
様

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

透
析
患
者
は
、
通

院
に
苦
慮
さ
れ
て

い
る
が
、
現
状
に
つ
い
て

の
見
解
は
。

色
々
な
問
題
点
を
、

保
健
福
祉
課
と
隠

岐
病
院
で
把
握
に
努
め
て

い
る
。
現
在
「
腎
機
能
障

が
い
通
院
費
助
成
事
業
」

で
透
析
患
者
へ
３
万
円
の

助
成
を
行
っ
て
い
る
。
　

　
今
後
も
隠
岐
病
院
と
協

議
し
、
課
題
解
決
に
つ
な

げ
て
行
き
た
い
。

に
、
町
は
早
急
に
対
策
を

と
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

高
潮
被
害
に
よ
る

港
町
周
辺
の
冠
水

状
況
に
つ
い
て
は
私
も
現

地
に
入
り
確
認
し
た
。

　
家
屋
へ
の
浸
水
防
止
対

策
と
し
て
、
土
の
う
と
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
に
よ
る
防
水

処
置
は
即
効
性
が
あ
る
の

で
、
地
区
集
会
所
敷
地
内

な
ど
に
土
の
う
を
常
備
で

き
る
か
に
つ
い
て
、
港
町

に
限
ら
ず
、
西
町
、
西
田

地
区
な
ど
高
潮
被
害
の
心

配
さ
れ
る
地
区
と
協
議
す

る
よ
う
指
示
し
た
。

今
回
、
八
尾
川
沿

い
の
道
路
が
冠
水

し
た
場
所
は
、
港
町
の
愛

の
橋
周
辺
の
区
域
で
あ

り
、
橋
の
架
け
替
え
工
事

に
伴
い
、
道
路
等
の
整
備

が
必
要
と
さ
れ
る
区
域
で

も
あ
る
。
道
路
の
冠
水
や

家
屋
の
浸
水
に
対
し
て
具

体
的
に
ど
う
対
処
す
べ
き

か
を
県
と
十
分
協
議
を
行

い
な
が
ら
、
家
屋
の
浸
水

防
止
に
有
効
な
対
策
工
事

を
橋
の
架
け
替
え
工
事
と

同
時
進
行
で
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
。

高
潮
時
の
冠
水
に

対
す
る
改
善
策
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
県
と

協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
愛
の
橋
の
架
け
替
え
工

事
と
同
時
に
行
う
有
効
な

浸
水
防
止
対
策
工
事
に
つ

い
て
は
、
県
と
協
議
し
な

が
ら
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問

町
長

Ｑ
平
成
29
年
度
か
ら
令

和
３
年
ま
で
の
財
政

運
営
の
評
価
は
。

Ａ
限
ら
れ
た
財
源
で
景
気

対
策
に
取
り
組
ん
だ
。

Ｑ
高
潮
に
よ
る
住
宅
地

浸
水
被
害
の
防
止
対

策
は
。

Ａ
県
と
協
議
を
行
い
な

が
ら
有
効
な
対
策
を

行
っ
て
い
く
。

Ｑ
透
析
患
者
の
現
状
と
課

題
、行
政
の
取
り
組
み
は
。

Ａ
助
成
事
業
を
行
っ
て

い
る
。

問

問

問問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問 町
長

町
長

町
長

町
長

問

問

ぼたん園再生に取り組む皆さん

早急な高潮対策を

藤野 定幸  議員
ふじ　の　　さだゆき

村上 謙武  議員
むらかみ  かねたけ

牧野 牧子  議員
まき  の　　まき　こ

齋藤 則子  議員
さいとう  のり こ

Ｑ
地
域
資
源
の
経
済
的

活
用
を
。

Ａ
人
材
活
用
も
含
め
検

討
す
る
。
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今
年
９
月
６
日
の

台
風
11
号
で
、
昨

年
８
月
の
豪
雨
災
害
で
起

き
た
港
周
辺
な
ど
の
浸
水

被
害
の
経
験
が
活
か
さ
れ

ず
土
の
う
不
足
な
ど
備
え

は
不
十
分
だ
っ
た
。
そ
の

後
到
来
し
た
台
風
14
号
で

は
事
前
対
応
が
成
さ
れ
て

い
た
。

　
し
か
し
、
各
地
区
の
危

険
箇
所
の
確
認
や
地
元
消

防
団
な
ど
と
住
民
と
の
連

携
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は

な
か
っ
た
か
。

自
然
災
害
に
よ
る

浸
水
被
害
は
あ
ら

か
じ
め
発
生
が
予
測
で
き

る
。
過
去
の
経
験
を
活
か

し
土
の
う
の
常
備
な
ど
地

区
と
協
議
す
る
よ
う
指
示

を
し
た
。
自
助
・
共
助
の

で
き
る
地
区
を
増
や
す
こ

と
が
身
近
な
危
険
箇
所
を

減
ら
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
安
心
安
全
な
町
づ
く
り

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
地

区
で
の
避
難
訓
練
や
防
災

学
習
会
な
ど
行
政
と
し
て

支
援
で
き
る
こ
と
を
含
め

働
き
か
け
て
い
く
。

自
然
災
害
は
経
験

し
て
初
め
て
困
難

や
不
具
合
に
気
づ
き
、
次

に
や
っ
て
来
る
災
害
防
止

に
役
立
つ
も
の
だ
と
思
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
通
学

路
や
子
ど
も
の
遊
び
場
付

近
の
蓋
の
無
い
側
溝
や
、

白
線
が
消
え
か
か
っ
て
い

る
横
断
歩
道
な
ど
、
日
常

生
活
内
に
潜
む
危
険
箇
所

な
ど
は
、
管
轄
の
違
い
や

予
算
が
付
か
な
い
等
の
理

由
で
、「
相
談
し
て
も
対

応
し
て
も
ら
え
な
い
」と
、

住
民
の
方
々
の
声
を
聞

く
。
　

　
身
近
に
潜
む
危
険
箇
所

の
問
題
解
決
の
た
め
に
、

も
っ
と
住
民
の
話
に
、
寄

り
添
っ
て
対
応
し
て
は
ど

う
か
。

危
険
箇
所
に
つ
い

て
は
予
算
云
々
で

な
く
対
応
す
る
。
個
々
の

危
険
箇
所
は
担
当
部
署
と

し
て
地
区
に
出
掛
け
る
よ

う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
全
て
把
握

は
難
し
い
。
集
会
所
単
位

で
も
話
し
合
い
を
し
て
頂

き
、
地
区
か
ら
の
声
を
積

極
的
に
挙
げ
て
頂
け
れ
ば

と
思
う
。

各
地
域
の
文
化
的

資
源
を
活
用
し
て

旧
町
村
の
特
徴
を
生
か

し
、
利
益
を
生
む
経
済
活

動
を
目
指
す
べ
き
と
考
え

る
。
そ
の
為
に
は
役
場
職

員
の
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
必
須
だ
と
、
あ
る
町
民

か
ら
ご
意
見
を
頂
い
た
。

　
後
継
者
不
足
が
常
態
化

し
て
い
る
今
、
地
域
遺
産

を
持
続
可
能
に
し
て
い
く

こ
と
が
本
町
の
重
要
課
題

だ
が
、
そ
の
有
効
手
段
と

し
て
役
場
職
員
が
こ
の
こ

と
を
自
分
ご
と
と
認
識
し

各
人
が
集
落
支
援
員
と
し

て
意
識
・
行
動
し
て
い
く

よ
う
な
組
織
作
り
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

役
場
職
員
が
積
極

的
に
地
域
に
出
か

け
て
い
く
事
は
重
要
で
、

理
屈
よ
り
も
実
践
、
現
場

感
覚
を
養
う
必
要
が
あ

る
。「
地
域
担
当
職
員
制
度
」

を
設
け
て
あ
る
が
、
ほ
ぼ

機
能
し
て
い
な
い
。

　
地
域
に
出
掛
け
、
問
題

解
決
に
取
り
組
む
「
行
動

で
き
る
職
員
」
の
育
成
に

つ
い
て
、協
議・検
討
中
だ
。

長
野
県
で
は
今
年

度
か
ら
全
国
初
の

取
り
組
み
と
し
て
、
担
い

手
不
足
解
消
の
一
助
に
職

員
の
副
業
を
解
禁
し
、
勤

務
外
時
間
に
高
原
野
菜
等

の
農
業
支
援
す
る
と
い
う

も
の
だ
が
、
本
町
で
も
こ

れ
を
考
え
て
み
て
は
ど
う

か
。

　
ま
た
総
務
省
は
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
を
大
幅
に

増
員
す
る
と
表
明
し
て
い

る
。五
箇
を
例
に
と
れ
ば
、

「
花
の
里
づ
く
り
」
が
成

功
し
、
し
ゃ
く
な
げ
園
、

エ
ビ
ネ
園
、
ぼ
た
ん
園
の

今
が
あ
る
。
こ
の
花
の
里

と
郷
土
館
・
古
民
家
・
温

泉
・
レ
ス
ト
ラ
ン
等
を
結

び
付
け
利
益
を
生
む
工
夫

が
必
要
だ
が
、
３
花
園
は

後
継
者
不
足
で
一
刻
も
早

い
救
済
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
活

用
す
る
考
え
は
。

長
野
県
の
よ
う
な

産
業
面
で
の
職
員

の
副
業
解
禁
は
考
え
て
い

な
い
。

　
３
花
園
の
今
後
に
つ
い

て
は
集
落
支
援
員
を
中
心

に
協
議
・
検
討
を
し
て
い

る
。

問 Ｑ
浸
水
被
害
防
止
や
日

常
生
活
の
中
に
潜
む

危
険
箇
所
の
対
処
を
。

Ａ
自
助
・
共
助
の
で
き

る
地
区
を
増
や
す
こ

と
が
安
全
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
繋
が
る
。

台
風
11
号
の
通
過

に
よ
り
、
異
常
な

高
潮
が
発
生
し
、
港
町
の

八
尾
川
沿
い
の
地
区
で
は

道
路
が
冠
水
し
、
家
屋
の

浸
水
被
害
が
発
生
し
た
。

　
住
民
と
消
防
団
が
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
と
土
の
う
等

を
用
い
て
浸
水
防
止
処
置

作
業
を
行
っ
た
が
、
シ
ー

ト
や
土
の
う
の
不
足
に
よ

り
防
水
作
業
が
か
な
り
遅

れ
た
。

　
今
後
も
高
潮
等
で
浸
水

被
害
が
起
こ
る
恐
れ
の
あ

る
地
域
住
民
の
負
担
や
不

安
感
を
軽
減
す
る
た
め

新
庁
舎
な
ど
の
大

規
模
事
業
、
豪
雨

災
害
、
コ
ロ
ナ
と
大
変
な

中
で
、
財
政
運
営
を
行
っ

た
結
果
、
普
通
会
計
の
地

方
債
残
高
は
60
億
円
増
え

て
、
２
８
３
億
円
に
な
っ

て
い
る
が
５
年
間
の
評
価

は
。
自
主
財
源
を
ど
う
増

や
す
か
。限

ら
れ
た
財
源
の

重
点
配
分
を
行
い
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の

確
立
を
目
指
し
、
町
の
景

気
対
策
、
活
性
化
の
施
策

に
取
り
組
ん
だ
。
自
主
財

源
の
確
保
は
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
緊
張
感
を
持
っ

て
財
政
運
営
の
舵
取
り
を

す
る
。「

中
期
財
政
計
画
」

で
は
、
経
常
収
支

比
率
や
実
質
公
債
費
比

率
、
将
来
負
担
比
率
な
ど

の
数
字
が
悪
化
し
て
い

る
、
事
業
費
は
公
金
で
あ

る
と
い
う
意
識
を
徹
底

し
、
予
算
削
減
に
取
り
組

む
べ
き
だ
。

　
ま
た
、
外
部
委
託
が
余

り
に
も
多
す
ぎ
る
、
企
画

立
案
で
き
る
職
員
を
増
や

し
、
外
部
委
託
の
予
算
削

減
を
す
べ
き
と
思
う
が
。

将
来
負
担
等
を
注

視
し
、
健
全
な
財

政
運
営
に
努
め
、
事
務
事

業
の
見
直
し
、
事
業
の
優

先
順
位
の
選
択
を
行
い
、

徹
底
し
た
コ
ス
ト
意
識
と

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編

成
を
し
て
い
る
。

　
業
務
の
効
率
化
が
図
れ

る
事
業
は
外
部
委
託
を
行

う
。

第
一
次
産
業
の
活

性
化
と
、
６
次
産

業
化
を
図
る
べ
き
で
あ

る
。「
ふ
る
さ
と
納
税
３

億
円
」
を
目
指
せ
。

「
第
一
次
産
業
の

再
生
」
と
、「
ふ
る

さ
と
納
税
」
を
増
や
す
様

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

透
析
患
者
は
、
通

院
に
苦
慮
さ
れ
て

い
る
が
、
現
状
に
つ
い
て

の
見
解
は
。

色
々
な
問
題
点
を
、

保
健
福
祉
課
と
隠

岐
病
院
で
把
握
に
努
め
て

い
る
。
現
在
「
腎
機
能
障

が
い
通
院
費
助
成
事
業
」

で
透
析
患
者
へ
３
万
円
の

助
成
を
行
っ
て
い
る
。
　

　
今
後
も
隠
岐
病
院
と
協

議
し
、
課
題
解
決
に
つ
な

げ
て
行
き
た
い
。

に
、
町
は
早
急
に
対
策
を

と
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

高
潮
被
害
に
よ
る

港
町
周
辺
の
冠
水

状
況
に
つ
い
て
は
私
も
現

地
に
入
り
確
認
し
た
。

　
家
屋
へ
の
浸
水
防
止
対

策
と
し
て
、
土
の
う
と
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
に
よ
る
防
水

処
置
は
即
効
性
が
あ
る
の

で
、
地
区
集
会
所
敷
地
内

な
ど
に
土
の
う
を
常
備
で

き
る
か
に
つ
い
て
、
港
町

に
限
ら
ず
、
西
町
、
西
田

地
区
な
ど
高
潮
被
害
の
心

配
さ
れ
る
地
区
と
協
議
す

る
よ
う
指
示
し
た
。

今
回
、
八
尾
川
沿

い
の
道
路
が
冠
水

し
た
場
所
は
、
港
町
の
愛

の
橋
周
辺
の
区
域
で
あ

り
、
橋
の
架
け
替
え
工
事

に
伴
い
、
道
路
等
の
整
備

が
必
要
と
さ
れ
る
区
域
で

も
あ
る
。
道
路
の
冠
水
や

家
屋
の
浸
水
に
対
し
て
具

体
的
に
ど
う
対
処
す
べ
き

か
を
県
と
十
分
協
議
を
行

い
な
が
ら
、
家
屋
の
浸
水

防
止
に
有
効
な
対
策
工
事

を
橋
の
架
け
替
え
工
事
と

同
時
進
行
で
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
。

高
潮
時
の
冠
水
に

対
す
る
改
善
策
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
県
と

協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
愛
の
橋
の
架
け
替
え
工

事
と
同
時
に
行
う
有
効
な

浸
水
防
止
対
策
工
事
に
つ

い
て
は
、
県
と
協
議
し
な

が
ら
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問

町
長

Ｑ
平
成
29
年
度
か
ら
令

和
３
年
ま
で
の
財
政

運
営
の
評
価
は
。

Ａ
限
ら
れ
た
財
源
で
景
気

対
策
に
取
り
組
ん
だ
。

Ｑ
高
潮
に
よ
る
住
宅
地

浸
水
被
害
の
防
止
対

策
は
。

Ａ
県
と
協
議
を
行
い
な

が
ら
有
効
な
対
策
を

行
っ
て
い
く
。

Ｑ
透
析
患
者
の
現
状
と
課

題
、行
政
の
取
り
組
み
は
。

Ａ
助
成
事
業
を
行
っ
て

い
る
。

問

問

問問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問 町
長

町
長

町
長

町
長

問

問

ぼたん園再生に取り組む皆さん

早急な高潮対策を

藤野 定幸  議員
ふじ　の　　さだゆき

村上 謙武  議員
むらかみ  かねたけ

牧野 牧子  議員
まき  の　　まき　こ

齋藤 則子  議員
さいとう  のり こ

Ｑ
地
域
資
源
の
経
済
的

活
用
を
。

Ａ
人
材
活
用
も
含
め
検

討
す
る
。
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町
内
の
全
世
帯
に
詳
細

な
制
度
資
料
を
配
布
す
る

と
か
、
各
家
庭
か
ら
子
息

を
呼
び
戻
し
て
も
ら
う
と

か
、
格
段
の
取
り
組
み
が

必
要
で
は
。
本
町
独
自
の

上
積
み
支
援
策
を
企
画
し

て
、
定
住
率
が
良
い
Ｕ

タ
ー
ン
者
向
け
の
周
知
活

動
を
増
強
し
て
は
ど
う
か
。

き
め
細
か
な
対
応

を
行
い
、Ｕ
タ
ー

ン
を
促
進
さ
せ
る
取
り
組

み
を
し
て
い
く
。
移
住
定

住
情
報
の
発
信
は
、
ま
だ

ま
だ
強
化
す
る
余
地
は
あ

る
。
本
町
独
自
の
施
策
と

し
て
定
住
奨
励
金
、
住
宅

改
修
補
助
金
、
家
賃
補
助

金
を
交
付
す
る
仕
組
み
に

し
て
い
る
。

東
京
23
区
内
に
５

年
以
上
居
住
し
て

い
た
50
歳
未
満
の
人
が
島

根
県
内
に
移
住
し
た
場
合
、

登
録
さ
れ
た
対
象
法
人
に

就
業
し
た
時
に
、
２
人
以

上
の
世
帯
に
は
１
０
０
万

円
、
単
身
の
場
合
に
は
60

万
円
の
「
移
住
支
援
金
」

を
交
付
す
る
移
住
支
援
制

度
が
あ
る
。

　
就
業
機
会
の
受
皿
は
大

き
く
広
げ
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
昨
年
度
に

は
52
の
島
内
事
業
所
が
求

人
を
し
て
い
た
と
い
う
が
、

ど
こ
に
就
職
し
て
も
移
住

支
援
金
受
給
が
で
き
る
よ

う
島
内
事
業
者
に
登
録
を

指
導
し
て
は
ど
う
か
。

現
在
、
本
町
で
は

７
つ
の
事
業
所
が

移
住
支
援
金
の
対
象
求
人

と
し
て
登
録
し
て
い
る
。

６
つ
の
要
件
を
ク
リ
ア
し

て
い
て
島
根
県
に
申
請
を

す
れ
ば
簡
単
に
対
象
事
業

所
に
な
れ
る
。

　
雇
用
促
進
協
議
会
と
一

緒
に
な
っ
て
対
象
企
業
の

登
録
を
積
極
的
に
働
き
か

け
て
い
く
。

新
し
い
指
標
を
提
唱
し
た
。

　
本
町
も
、
町
民
の
幸
福

や
社
会
的
豊
か
さ
を
測

り
、
政
策
の
成
果
や
要
因

を
〝
見
え
る
化
〞
す
る
こ

と
で
、
幸
福
度
と
満
足
度

の
向
上
に
寄
与
す
る

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」

の
導
入
を
提
言
す
る
が
、

町
長
の
見
解
は
。

本
町
で
は
、
第
２

次
総
合
振
興
計
画

と
「
良
か
っ
た
が
響
く
ま

ち
の
実
現
」、
そ
し
て
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
関
連
付
け
、様
々

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
こ
れ
ら
全
て
が
人
口
減

少
の
抑
制
を
目
指
す
も
の

で
あ
り
「
隠
岐
の
島
町
に

住
み
続
け
た
い
」
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
「
良

か
っ
た
」「
好
き
だ
か
ら
」

と
い
っ
た
、
目
に
は
見
え

な
い
感
情
を
満
足
度
と
い

う
形
で
「
見
え
る
化
」
す

る
こ
と
で
、
新
た
な
施
策

の
企
画
立
案
等
、
参
考
に

な
る
も
の
と
考
え
る
。

　
そ
し
て
、
国
の
方
針
が

明
確
に
な
っ
た
際
に
は
、

第
２
次
総
合
振
興
計
画
等

に
盛
り
込
む
よ
う
検
討

し
、
住
民
に
と
っ
て
、
本

当
に
必
要
で
満
足
な
も
の

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

た
い
。

満
足
度
や
幸
福
度

を
調
査
す
る
た
め

の
実
証
事
業
を
。

早
速
の
実
施
は
で

き
な
い
が
、
目
に

は
見
え
な
い
満
足
度
や
幸

福
度
を
「
見
え
る
化
」
す

る
と
い
う
点
で
、
一
つ
の

方
策
で
あ
る
と
理
解
す

る
。

養
試
験
を
能
力
検
査
に
変

更
し
た
と
伺
っ
て
い
る
。

本
町
と
し
て
も
、
募
集
す

る
職
種
に
欠
員
が
生
じ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
専
門

職
に
お
け
る
教
養
試
験
の

撤
廃
も
含
め
、
一
人
で
も

多
く
の
方
に
受
験
し
て
い

た
だ
け
る
職
員
採
用
試
験

の
実
施
方
法
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

係
者
と
同
じ
試
験
内
容
に

す
べ
き
と
考
え
る
が
町
長

の
考
え
は
。

本
町
の
令
和
４
年

度
職
員
採
用
試
験

に
つ
い
て
は
、
役
場
職
員

と
し
て
必
要
な
一
般
的
知

識
や
知
能
を
確
認
す
る
た

め
に
、
募
集
す
る
全
て
の

職
種
に
お
い
て
、
島
根
県

町
村
会
が
実
施
す
る
「
島

根
県
町
村
等
職
員
採
用
統

一
試
験
」
を
利
用
し
た
教

養
試
験
を
行
う
予
定
と
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
県
内
の
全
て
の

町
村
に
お
い
て
も
、
専
門

職
を
含
む
職
員
採
用
試
験

に
際
し
、
例
年
、
本
町
と

同
様
な
方
法
に
よ
る
教
養

試
験
を
実
施
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
全
国

的
に
地
方
自
治
体
に
お
け

る
専
門
職
の
担
い
手
不
足

や
定
員
割
れ
が
深
刻
化
し

て
い
る
中
、
採
用
試
験
の

受
験
資
格
の
緩
和
や
試
験

時
期
の
前
倒
し
、
筆
記
試

験
の
撤
廃
な
ど
に
取
り
組

む
自
治
体
が
増
加
し
て
お

り
、
県
内
で
は
松
江
市
が

本
年
度
よ
り
専
門
職
の
教

新
た
な
日
常
に
向

け
た
考
え
方
と
し

て
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

（
幸
福
度
・
満
足
度
）」
が

拡
が
り
つ
つ
あ
る
。
国
は
、

経
済
的
豊
か
さ
に
加
え
、

社
会
の
豊
か
さ
や
人
々
の

生
活
の
質
・
満
足
度
等
に

注
目
す
る
こ
と
は
有
意
義

で
あ
る
と
考
え
、
昨
年
６

月
の
『
成
長
戦
略
実
行
計

画
』
に
お
い
て
「
国
民
が

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
実

感
で
き
る
社
会
の
実
現
」

を
明
記
し
、
幸
せ
を
測
る

問 Ｑ
提
言
す
る「
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ（
幸
福

度
・
満
足
度
）」に
対

す
る
町
長
の
見
解
は
。

Ａ
住
民
に
と
っ
て
、
本

当
に
必
要
で
満
足
な

も
の
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
た
い
。

問

町
長

隠
岐
の
島
町
で
は

毎
年
職
員
を
募
集

し
、
数
名
の
職
員
を
新
規

採
用
し
て
い
る
。

　
試
験
内
容
が
職
種
に

よ
っ
て
は
、
教
養
試
験
、

専
門
試
験
、
職
場
適
応
性

検
査
等
が
実
施
さ
れ
、
国

家
試
験
資
格
者
の
受
験
者

も
す
べ
て
の
試
験
を
受
け

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
隠
岐
広
域
連
合
で
は
、

医
療
関
係
者
を
募
集
す
る

場
合
は
、
作
文
・
面
接
試

験
の
み
で
あ
り
、
す
べ
て

国
家
試
験
資
格
者
で
あ

る
。

　
本
町
も
国
家
試
験
資
格

者
に
つ
い
て
は
、
医
療
関 石田 茂春  議員

いし　だ    しげはる

　

町
民
の
大
多
数
も

UI
タ
ー
ン
当
事
者

も
移
住
定
住
支
援
制
度
の

細
部
も
し
く
は
全
容
を
理

解
で
き
て
い
る
と
は
言
え

な
い
。
支
援
制
度
の
周
知

が
不
足
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　
人
口
減
少
に
歯
止
め
は

掛
か
ら
ず
、
毎
年
２
０
０

人
超
の
減
少
傾
向
が
続
い

て
来
た
。
こ
こ
で
一
念
発

起
を
し
て
、
関
東
関
西
圏

域
か
ら
の
Ｕ
タ
ー
ン
者
に

的
を
絞
っ
て
支
援
制
度
の

広
告
宣
伝
を
増
加
さ
せ
て

は
ど
う
か
。

Ｑ
移
住
定
住
促
進
策
で

Ｕ
タ
ー
ン
者
向
け
の

支
援
増
強
を
。

Ａ
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進
さ

せ
る
き
め
細
か
な
取

り
組
み
を
し
て
い
く
。

問

問

Ｑ
職
員
採
用
試
験
の
あ

り
方
を
見
直
し
て
は
。

Ａ
専
門
職
に
つ
い
て
は
、

見
直
し
を
検
討
す
る
。

町
長

町
長

問

町
長

町
長

Ｑ
移
住
支
援
金
受
給
の

就
業
対
象
事
業
所
の

登
録
増
加
を
。

Ａ
対
象
企
業
の
登
録
を

働
き
か
け
て
い
く
。

岡田 智子  議員
おか  だ　 とも　こ

“幸せを測る新しい指標”
   Well-being（ウェルビーイング）とは
　より良い人生をおくるための新しい価値観とし
て、今注目を集めている言葉です。世界保健機関
憲章の「健康」の定義から発展し、幸福で、身体的、
精神的、そして、社会的、全てにおいて満たされ
た状態を意味しています。

前田 芳樹  議員
まえ だ     よし  き

広報研修会に行ってきました
　令和４年８月25日にホテル白鳥（松江市）にて開催され
た市町村議会広報研修会に委員1名が参加しました。
　14の市町村から議員、事務局員74名が参加し、
PRDESIGN JAPAN（ピーアールデザインジャパン）株式
会社  代表取締役  佐久間智之氏を講師に迎え、議会広報
のデザインについての講義と、午後からは各市町村が提出
した議会広報誌の添削が行われました。
　デザインについての講義は、議会広報誌が議員や議会
の為ではなく「住民」の為にあること、また全国の広報誌の
先進自治体の事例紹介も併せた議会広報誌の役割につい
て講義されました。またＵＤ（ユニバーサルデザイン）フォ
ントを広報誌に用いる重要性についても指南頂きました。
　隠岐の島町議会だよりにつきましても、ＵＤフォントを使
用することは視覚にハンデを持っている人のみならず、老
若男女すべての人が読みやすい広報誌になることから、令
和４年夏号（第６８号）よりＵＤフォントの使用を開始してお
り、より一層親しみやすい議会だよりになるよう心掛けて
いきます。

さ　く　ま　ともゆき

ＵＤフォント（ユニバーサルデザインフォント）とは
　多くの人に分かりやすく、読みやすいように
工夫されたフォント。
　近年では高齢化にともなって、細かな文字
や小さい文字が読みにくいといった人が増え
ていることや、社会全体がより多くの人にとっ
て暮らしやすいユニバーサルな社会を目ざし
ていることから、UDフォントの重要性は高
まっています。
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町
内
の
全
世
帯
に
詳
細

な
制
度
資
料
を
配
布
す
る

と
か
、
各
家
庭
か
ら
子
息

を
呼
び
戻
し
て
も
ら
う
と

か
、
格
段
の
取
り
組
み
が

必
要
で
は
。
本
町
独
自
の

上
積
み
支
援
策
を
企
画
し

て
、
定
住
率
が
良
い
Ｕ

タ
ー
ン
者
向
け
の
周
知
活

動
を
増
強
し
て
は
ど
う
か
。

き
め
細
か
な
対
応

を
行
い
、Ｕ
タ
ー

ン
を
促
進
さ
せ
る
取
り
組

み
を
し
て
い
く
。
移
住
定

住
情
報
の
発
信
は
、
ま
だ

ま
だ
強
化
す
る
余
地
は
あ

る
。
本
町
独
自
の
施
策
と

し
て
定
住
奨
励
金
、
住
宅

改
修
補
助
金
、
家
賃
補
助

金
を
交
付
す
る
仕
組
み
に

し
て
い
る
。

東
京
23
区
内
に
５

年
以
上
居
住
し
て

い
た
50
歳
未
満
の
人
が
島

根
県
内
に
移
住
し
た
場
合
、

登
録
さ
れ
た
対
象
法
人
に

就
業
し
た
時
に
、
２
人
以

上
の
世
帯
に
は
１
０
０
万

円
、
単
身
の
場
合
に
は
60

万
円
の
「
移
住
支
援
金
」

を
交
付
す
る
移
住
支
援
制

度
が
あ
る
。

　
就
業
機
会
の
受
皿
は
大

き
く
広
げ
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
昨
年
度
に

は
52
の
島
内
事
業
所
が
求

人
を
し
て
い
た
と
い
う
が
、

ど
こ
に
就
職
し
て
も
移
住

支
援
金
受
給
が
で
き
る
よ

う
島
内
事
業
者
に
登
録
を

指
導
し
て
は
ど
う
か
。

現
在
、
本
町
で
は

７
つ
の
事
業
所
が

移
住
支
援
金
の
対
象
求
人

と
し
て
登
録
し
て
い
る
。

６
つ
の
要
件
を
ク
リ
ア
し

て
い
て
島
根
県
に
申
請
を

す
れ
ば
簡
単
に
対
象
事
業

所
に
な
れ
る
。

　
雇
用
促
進
協
議
会
と
一

緒
に
な
っ
て
対
象
企
業
の

登
録
を
積
極
的
に
働
き
か

け
て
い
く
。

新
し
い
指
標
を
提
唱
し
た
。

　
本
町
も
、
町
民
の
幸
福

や
社
会
的
豊
か
さ
を
測

り
、
政
策
の
成
果
や
要
因

を
〝
見
え
る
化
〞
す
る
こ

と
で
、
幸
福
度
と
満
足
度

の
向
上
に
寄
与
す
る

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」

の
導
入
を
提
言
す
る
が
、

町
長
の
見
解
は
。

本
町
で
は
、
第
２

次
総
合
振
興
計
画

と
「
良
か
っ
た
が
響
く
ま

ち
の
実
現
」、
そ
し
て
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
関
連
付
け
、様
々

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
こ
れ
ら
全
て
が
人
口
減

少
の
抑
制
を
目
指
す
も
の

で
あ
り
「
隠
岐
の
島
町
に

住
み
続
け
た
い
」
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
「
良

か
っ
た
」「
好
き
だ
か
ら
」

と
い
っ
た
、
目
に
は
見
え

な
い
感
情
を
満
足
度
と
い

う
形
で
「
見
え
る
化
」
す

る
こ
と
で
、
新
た
な
施
策

の
企
画
立
案
等
、
参
考
に

な
る
も
の
と
考
え
る
。

　
そ
し
て
、
国
の
方
針
が

明
確
に
な
っ
た
際
に
は
、

第
２
次
総
合
振
興
計
画
等

に
盛
り
込
む
よ
う
検
討

し
、
住
民
に
と
っ
て
、
本

当
に
必
要
で
満
足
な
も
の

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

た
い
。

満
足
度
や
幸
福
度

を
調
査
す
る
た
め

の
実
証
事
業
を
。

早
速
の
実
施
は
で

き
な
い
が
、
目
に

は
見
え
な
い
満
足
度
や
幸

福
度
を
「
見
え
る
化
」
す

る
と
い
う
点
で
、
一
つ
の

方
策
で
あ
る
と
理
解
す

る
。

養
試
験
を
能
力
検
査
に
変

更
し
た
と
伺
っ
て
い
る
。

本
町
と
し
て
も
、
募
集
す

る
職
種
に
欠
員
が
生
じ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
専
門

職
に
お
け
る
教
養
試
験
の

撤
廃
も
含
め
、
一
人
で
も

多
く
の
方
に
受
験
し
て
い

た
だ
け
る
職
員
採
用
試
験

の
実
施
方
法
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

係
者
と
同
じ
試
験
内
容
に

す
べ
き
と
考
え
る
が
町
長

の
考
え
は
。

本
町
の
令
和
４
年

度
職
員
採
用
試
験

に
つ
い
て
は
、
役
場
職
員

と
し
て
必
要
な
一
般
的
知

識
や
知
能
を
確
認
す
る
た

め
に
、
募
集
す
る
全
て
の

職
種
に
お
い
て
、
島
根
県

町
村
会
が
実
施
す
る
「
島

根
県
町
村
等
職
員
採
用
統

一
試
験
」
を
利
用
し
た
教

養
試
験
を
行
う
予
定
と
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
県
内
の
全
て
の

町
村
に
お
い
て
も
、
専
門

職
を
含
む
職
員
採
用
試
験

に
際
し
、
例
年
、
本
町
と

同
様
な
方
法
に
よ
る
教
養

試
験
を
実
施
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
全
国

的
に
地
方
自
治
体
に
お
け

る
専
門
職
の
担
い
手
不
足

や
定
員
割
れ
が
深
刻
化
し

て
い
る
中
、
採
用
試
験
の

受
験
資
格
の
緩
和
や
試
験

時
期
の
前
倒
し
、
筆
記
試

験
の
撤
廃
な
ど
に
取
り
組

む
自
治
体
が
増
加
し
て
お

り
、
県
内
で
は
松
江
市
が

本
年
度
よ
り
専
門
職
の
教

新
た
な
日
常
に
向

け
た
考
え
方
と
し

て
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

（
幸
福
度
・
満
足
度
）」
が

拡
が
り
つ
つ
あ
る
。
国
は
、

経
済
的
豊
か
さ
に
加
え
、

社
会
の
豊
か
さ
や
人
々
の

生
活
の
質
・
満
足
度
等
に

注
目
す
る
こ
と
は
有
意
義

で
あ
る
と
考
え
、
昨
年
６

月
の
『
成
長
戦
略
実
行
計

画
』
に
お
い
て
「
国
民
が

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
実

感
で
き
る
社
会
の
実
現
」

を
明
記
し
、
幸
せ
を
測
る

問 Ｑ
提
言
す
る「
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ（
幸
福

度
・
満
足
度
）」に
対

す
る
町
長
の
見
解
は
。

Ａ
住
民
に
と
っ
て
、
本

当
に
必
要
で
満
足
な

も
の
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
た
い
。

問

町
長

隠
岐
の
島
町
で
は

毎
年
職
員
を
募
集

し
、
数
名
の
職
員
を
新
規

採
用
し
て
い
る
。

　
試
験
内
容
が
職
種
に

よ
っ
て
は
、
教
養
試
験
、

専
門
試
験
、
職
場
適
応
性

検
査
等
が
実
施
さ
れ
、
国

家
試
験
資
格
者
の
受
験
者

も
す
べ
て
の
試
験
を
受
け

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
隠
岐
広
域
連
合
で
は
、

医
療
関
係
者
を
募
集
す
る

場
合
は
、
作
文
・
面
接
試

験
の
み
で
あ
り
、
す
べ
て

国
家
試
験
資
格
者
で
あ

る
。

　
本
町
も
国
家
試
験
資
格

者
に
つ
い
て
は
、
医
療
関 石田 茂春  議員

いし　だ    しげはる

　

町
民
の
大
多
数
も

UI
タ
ー
ン
当
事
者

も
移
住
定
住
支
援
制
度
の

細
部
も
し
く
は
全
容
を
理

解
で
き
て
い
る
と
は
言
え

な
い
。
支
援
制
度
の
周
知

が
不
足
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　
人
口
減
少
に
歯
止
め
は

掛
か
ら
ず
、
毎
年
２
０
０

人
超
の
減
少
傾
向
が
続
い

て
来
た
。
こ
こ
で
一
念
発

起
を
し
て
、
関
東
関
西
圏

域
か
ら
の
Ｕ
タ
ー
ン
者
に

的
を
絞
っ
て
支
援
制
度
の

広
告
宣
伝
を
増
加
さ
せ
て

は
ど
う
か
。

Ｑ
移
住
定
住
促
進
策
で

Ｕ
タ
ー
ン
者
向
け
の

支
援
増
強
を
。

Ａ
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進
さ

せ
る
き
め
細
か
な
取

り
組
み
を
し
て
い
く
。

問

問

Ｑ
職
員
採
用
試
験
の
あ

り
方
を
見
直
し
て
は
。

Ａ
専
門
職
に
つ
い
て
は
、

見
直
し
を
検
討
す
る
。

町
長

町
長

問

町
長

町
長

Ｑ
移
住
支
援
金
受
給
の

就
業
対
象
事
業
所
の

登
録
増
加
を
。

Ａ
対
象
企
業
の
登
録
を

働
き
か
け
て
い
く
。

岡田 智子  議員
おか  だ　 とも　こ

“幸せを測る新しい指標”
   Well-being（ウェルビーイング）とは
　より良い人生をおくるための新しい価値観とし
て、今注目を集めている言葉です。世界保健機関
憲章の「健康」の定義から発展し、幸福で、身体的、
精神的、そして、社会的、全てにおいて満たされ
た状態を意味しています。

前田 芳樹  議員
まえ だ     よし  き

広報研修会に行ってきました
　令和４年８月25日にホテル白鳥（松江市）にて開催され
た市町村議会広報研修会に委員1名が参加しました。
　14の市町村から議員、事務局員74名が参加し、
PRDESIGN JAPAN（ピーアールデザインジャパン）株式
会社  代表取締役  佐久間智之氏を講師に迎え、議会広報
のデザインについての講義と、午後からは各市町村が提出
した議会広報誌の添削が行われました。
　デザインについての講義は、議会広報誌が議員や議会
の為ではなく「住民」の為にあること、また全国の広報誌の
先進自治体の事例紹介も併せた議会広報誌の役割につい
て講義されました。またＵＤ（ユニバーサルデザイン）フォ
ントを広報誌に用いる重要性についても指南頂きました。
　隠岐の島町議会だよりにつきましても、ＵＤフォントを使
用することは視覚にハンデを持っている人のみならず、老
若男女すべての人が読みやすい広報誌になることから、令
和４年夏号（第６８号）よりＵＤフォントの使用を開始してお
り、より一層親しみやすい議会だよりになるよう心掛けて
いきます。

さ　く　ま　ともゆき

ＵＤフォント（ユニバーサルデザインフォント）とは
　多くの人に分かりやすく、読みやすいように
工夫されたフォント。
　近年では高齢化にともなって、細かな文字
や小さい文字が読みにくいといった人が増え
ていることや、社会全体がより多くの人にとっ
て暮らしやすいユニバーサルな社会を目ざし
ていることから、UDフォントの重要性は高
まっています。
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大
江
議
員
　
対
象
要
件
に

「
売
り
上
げ
の
減
少
率
」
が

あ
る
。
各
業
種
に
よ
り
下

が
っ
た
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
だ

と
思
う
が
、
減
少
率
を
総
合

的
に
決
め
た
経
緯
と
理
由
は
。

商
工
観
光
課
長
　
商
工
会

と
合
同
で
本
年
２
月
か
ら
影

響
調
査
を
し
、
こ
れ
を
元
に

制
度
の
検
討
を
し
た
。
調
査

結
果
を
ベ
ー
ス
に
置
き
な
が

ら
関
係
す
る
機
関
と
も
情

報
交
換
し
、
業
種
に
よ
っ
て

の
濃
淡
は
確
か
に
あ
る
と
い

う
こ
と
も
承
知
だ
が
、
総
合

的
に
減
少
率
の
要
件
を
設

定
す
る
や
り
方
が
、
分
か
り

や
す
く
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
あ

る
と
判
断
し
た
。

大
江
議
員
　陽
性
者
や
濃

厚
接
触
に
伴
う
休
業
や
営

業
時
間
短
縮
を
受
け
入
れ

縮
小
な
ど
を
対
象
に
し
な

か
っ
た
理
由
は
。

商
工
観
光
課
長
　
そ
う
い
っ

た
理
由
に
よ
っ
て
事
業
活
動

が
仮
に
制
限
さ
れ
た
場
合
も
、

結
局
は
売
上
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
か
ら
、
売
上
減
少
率

を
設
定
と
し
た
。

大
江
議
員
　こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
、
頑
張
っ
て
売
上

を
上
げ
た
事
業
者
に
は
。

商
工
観
光
課
長
　今
回
の

要
件
に
合
致
し
な
け
れ
ば
無

し
と
な
る
が
、
今
後
、
通
常

の
状
況
に
近
い
と
こ
ろ
ま
で

持
ち
直
し
て
い
る
事
業
所
に

対
し
て
は
、
店
舗
の
魅
力

ア
ッ
プ
対
策
に
か
か
る
経
費

の
支
援
な
ど
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
対
策
は
考
え
て
い
る
。
動

向
に
注
視
し
、
必
要
に
応
じ

た
対
策
を
し
て
い
き
た
い
。

石
田
議
員
　対
象
業
以
外

の
業
種
の
支
援
に
つ
い
て

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

商
工
観
光
課
長
　商
品
券

な
ど
消
費
量
を
動
か
す
た

め
の
支
援
を
進
め
る
。
国
・

県
の
動
向
を
注
視
し
て
事

業
者
に
情
報
提
供
を
す
る
。

石
田
議
員
　対
象
者
の
事

業
継
続
の
意
思
等
は
、
ど

の
よ
う
な
方
法
を
取
っ
て

い
る
か
。
ま
た
、
町
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
者
と
し

て
い
る
が
公
共
料
金
の
滞

納
者
は
良
い
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　事
業
継

続
の
意
思
確
認
は
誓
約
書

と
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
と
、
町
税

の
滞
納
確
認
の
み
で
あ
る
。

石
田
議
員
　公
共
料
金
等

の
滞
納
も
含
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
。

副
町
長
　今
後
検
討
す
る
。

石
田
議
員
　申
請
受
付
期

間
が
12
月
末
ま
で
に
な
っ

て
い
る
が
、
年
内
に
支
給

は
出
来
な
い
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　準
備
が

で
き
次
第
、
事
務
手
続
き

を
行
い
、
申
請
書
受
付
後

は
速
や
か
に
給
付
金
を
支

給
す
る
の
で
、
年
内
に
は

ほ
ぼ
支
給
が
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

村
上
議
員
　現
場
実
地
指

導
を
年
度
内
に
２
回
実
施

す
る
理
由
は
。

総
務
課
長
　現
場
実
地
指

導
は
平
成
29
年
度
か
ら
令

和
3
年
度
ま
で
の
５
ヶ
年

間
で
合
計
23
回
行
う
予
定

で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
令
和
２
年
度
、

３
年
度
は
２
回
ず
つ
行
う

予
定
が
１
回
ず
つ
し
か
で

き
ず
、
２
回
分
で
き
な
か
っ

た
。

　
令
和
４
年
度
は
当
初
予

算
で
１
回
分
を
予
定
し
て

い
た
が
、
今
回
補
正
で
１

回
分
を
追
加
し
２
回
す
る

こ
と
と
し
た
。

村
上
議
員
　１
回
当
た
り

の
実
地
指
導
の
実
施
日
数

は
。

総
務
課
長
　１
回
の
指
導

期
間
は
受
講
す
る
職
員
の

数
に
よ
っ
て
誤
差
は
あ
る

が
、
大
体
３
日
か
ら
５
日

ぐ
ら
い
で
あ
る
。

村
上
議
員
　オ
ン
ラ
イ
ン

リ
モ
ー
ト
で
実
地
指
導
を

行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長
　実
地
指
導
で

あ
る
の
で
、
現
地
で
直
接

指
導
し
て
頂
く
こ
と
が
基

本
だ
と
考
え
る
。

村
上
議
員
　
寮
の
供
用
開

始
が
令
和
６
年
10
月
末
と

な
っ
て
い
る
が
、
設
計
業

務
に
10
ヶ
月
も
要
す
る
理

由
は
。

　
工
期
を
短
縮
し
寮
の
供

用
開
始
を
少
し
で
も
早
め

る
こ
と
は
不
可
能
か
。

総
務
学
校
教
育
課
長
　
寮

の
建
築
面
積
が
約
１
０
０

０
㎡
あ
り
、
公
共
工
事
に

係
る
基
本
的
な
積
算
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
設
計

業
務
を
積
算
す
る
と
約

10
ヶ
月
を
要
す
る
こ
と
が

判
明
し
た
。

　
寮
の
供
用
開
始
を
令
和

６
年
４
月
に
間
に
合
わ
せ

た
い
と
い
う
思
い
は
あ
っ

た
が
、
適
正
な
業
務
期
間

を
も
っ
て
発
注
す
べ
き
と

判
断
し
た
。 

補正予算・条例などを
チェック！

質問した議員　○大江 寿　○石田 茂春　○村上 謙武

総括質疑
紙面上、質問と答弁は要約した内容になって
おります。全文記録は議会事務局にあり、
ホームページにも掲載されています。
また、YouTubeにて動画も公開
しており、スマホやタブレットか
ら右のQRコードを読み取ると
簡単にアクセスできます。

飲
食
業･

小
売
業
等
事

業
継
続
支
援
特
別
給
付

金
に
つ
い
て

隠
岐
水
産
高
校
の
寮

建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

現
場
実
地
指
導
に
つ
い
て

実地研修会のようす

◆
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
等
の
車
輌
購
入

費
補
助
金

　
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
等
に
お
け
る
利
用

者
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う

に
あ
た
り
、
老
朽
化
し
た

車
輌
の
計
画
的
な
更
新
を

支
援
す
る
補
助
金
で
あ

る
。
当
初
予
算
で
は
４
事

業
所
５
台
を
見
込
ん
で
い

た
が
、
５
事
業
所
７
台
の

申
請
を
受
け
予
算
額
に
不

足
が
生
じ
た
た
め
、
予
算

を
増
額
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
委
員
か
ら
「
財
源
を
ふ

る
さ
と
応
援
基
金
か
ら
充

当
し
て
い
る
が
、
ふ
る
さ

と
納
税
で
の
寄
付
金
を
物

品
購
入
補
助
に
充
当
す
る

の
は
不
適
切
で
は
な
い

か
」「
な
ぜ
財
源
を
基
金

か
ら
充
当
し
た
の
か
」「
通

常
経
費
で
ま
か
な
う
こ
と

が
で
き
な
い
の
か
」な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
っ

た
。

　
執
行
部
か
ら
は
「
ふ
る

　　

寄付者が納得のいく「ふるさと応援基金」の使い道を!

総務教育民生常任委員会
委員長報告 当委員会に付託された令和４年度補正予算および令和３年

度一般会計、特別会計決算、条例の一部改正等の議案は審査
の結果、原案通り全て「可決・認定すべし」、としたので、主
なものを報告する。

さ
と
応
援
基
金
条
例
に
基

づ
い
て
充
当
し
た
と
は

思
っ
て
い
る
。
中
に
は
使

用
目
的
の
指
定
が
あ
る
も

の
も
あ
れ
ば
、
な
い
も
の

も
あ
る
。
目
的
に
反
す
る

こ
と
な
く
使
用
は
し
て
い

る
つ
も
り
だ
が
、
寄
付
者

の
意
向
へ
の
反
映
を
も
う

少
し
徹
底
し
て
い
き
た
い

と
思
う
」
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。

　
委
員
会
で
は
「
福
祉
・

介
護
事
業
所
と
し
て
は
福

祉
自
動
車
を
所
有
す
る
こ

と
は
当
然
の
こ
と
で
あ

り
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が

図
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で

は
な
い
。
福
祉
に
役
立
て

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
寄

付
者
の
気
持
ち
を
思
う
な

ら
、
意
向
を
実
現
す
る
た

め
の
企
画
を
今
一
度
考

え
、
更
な
る
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
た
め
に
使
う
べ
き
で

あ
る
」
と
指
摘
し
た
。

◆
町
税
滞
納
整
理
方
針

　
令
和
３
年
度
の
収
納
率

が
前
年
度
の
実
績
を
上
回

り
、
掲
げ
て
い
た
目
標
を

達
成
で
き
た
こ
と
、
徴
収

対
策
の
見
直
し
な
ど
努
力

の
成
果
が
出
た
こ
と
に
対

し
て
、
委
員
会
と
し
て
敬

意
を
表
し
た
い
と
思
う
。

　
引
き
続
き
、
税
の
公
平

公
正
を
保
つ
た
め
、
収
納

率
の
向
上
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

◆
各
学
校
通
学
路
の
安
全

確
保

　
今
回
の
台
風
に
よ
る
通

学
路
周
辺
の
倒
木
な
ど
被

害
が
生
じ
た
報
告
か
ら
、

委
員
会
で
は
、
通
学
路
の

安
全
確
保
に
お
い
て
は

「
防
災
行
政
」
に
も
関
わ

る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、

常
日
頃
か
ら
の
点
検
と
早

め
の
対
応
を
心
が
け
て
い

た
だ
き
た
い
と
指
摘
し

た
。

◆
県
立
高
校
施
設
（
隠
岐

水
産
高
校
寄
宿
舎
）
整

備
事
業

　
６
月
補
正
で
予
算
化
を

進
め
て
い
た
が
、
事
業
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
精
査
し
た

と
こ
ろ
設
計
業
務
に
要
す

る
期
間
が
約
10
ヶ
月
か
か

る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
今

年
度
末
ま
で
に
完
了
し
な

い
見
込
み
と
判
断
し
た
。

適
正
な
業
務
期
間
を
以
て

発
注
す
べ
き
だ
と
い
う
考

え
か
ら
予
算
を
繰
り
越
す

こ
と
に
至
っ
た
。
ま
た
、

完
成
す
る
ま
で
の
令
和
５

年
度
、
６
年
度
の
生
徒
受

け
入
れ
体
制
で
あ
る
が
、

共
同
下
宿
を
町
内
の
業
者

と
協
議
し
な
が
ら
確
保
に

努
め
て
い
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　
委
員
会
で
は
、
寄
宿
舎

の
設
計
に
か
な
り
時
間
を

要
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

工
事
期
間
の
生
徒
受
け
入

れ
に
支
障
の
無
い
よ
う
に

心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
指
摘
を
し
た
。

審
査
の
状
況・結
果

所
管
の
調
査
事
項

隠岐水産高校



隠岐の島町　議会だより11 隠岐の島町　議会だより 10

大
江
議
員
　
対
象
要
件
に

「
売
り
上
げ
の
減
少
率
」
が

あ
る
。
各
業
種
に
よ
り
下

が
っ
た
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
だ

と
思
う
が
、
減
少
率
を
総
合

的
に
決
め
た
経
緯
と
理
由
は
。

商
工
観
光
課
長
　
商
工
会

と
合
同
で
本
年
２
月
か
ら
影

響
調
査
を
し
、
こ
れ
を
元
に

制
度
の
検
討
を
し
た
。
調
査

結
果
を
ベ
ー
ス
に
置
き
な
が

ら
関
係
す
る
機
関
と
も
情

報
交
換
し
、
業
種
に
よ
っ
て

の
濃
淡
は
確
か
に
あ
る
と
い

う
こ
と
も
承
知
だ
が
、
総
合

的
に
減
少
率
の
要
件
を
設

定
す
る
や
り
方
が
、
分
か
り

や
す
く
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
あ

る
と
判
断
し
た
。

大
江
議
員
　陽
性
者
や
濃

厚
接
触
に
伴
う
休
業
や
営

業
時
間
短
縮
を
受
け
入
れ

縮
小
な
ど
を
対
象
に
し
な

か
っ
た
理
由
は
。

商
工
観
光
課
長
　
そ
う
い
っ

た
理
由
に
よ
っ
て
事
業
活
動

が
仮
に
制
限
さ
れ
た
場
合
も
、

結
局
は
売
上
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
か
ら
、
売
上
減
少
率

を
設
定
と
し
た
。

大
江
議
員
　こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
、
頑
張
っ
て
売
上

を
上
げ
た
事
業
者
に
は
。

商
工
観
光
課
長
　今
回
の

要
件
に
合
致
し
な
け
れ
ば
無

し
と
な
る
が
、
今
後
、
通
常

の
状
況
に
近
い
と
こ
ろ
ま
で

持
ち
直
し
て
い
る
事
業
所
に

対
し
て
は
、
店
舗
の
魅
力

ア
ッ
プ
対
策
に
か
か
る
経
費

の
支
援
な
ど
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
対
策
は
考
え
て
い
る
。
動

向
に
注
視
し
、
必
要
に
応
じ

た
対
策
を
し
て
い
き
た
い
。

石
田
議
員
　対
象
業
以
外

の
業
種
の
支
援
に
つ
い
て

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

商
工
観
光
課
長
　商
品
券

な
ど
消
費
量
を
動
か
す
た

め
の
支
援
を
進
め
る
。
国
・

県
の
動
向
を
注
視
し
て
事

業
者
に
情
報
提
供
を
す
る
。

石
田
議
員
　対
象
者
の
事

業
継
続
の
意
思
等
は
、
ど

の
よ
う
な
方
法
を
取
っ
て

い
る
か
。
ま
た
、
町
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
者
と
し

て
い
る
が
公
共
料
金
の
滞

納
者
は
良
い
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　事
業
継

続
の
意
思
確
認
は
誓
約
書

と
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
と
、
町
税

の
滞
納
確
認
の
み
で
あ
る
。

石
田
議
員
　公
共
料
金
等

の
滞
納
も
含
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
。

副
町
長
　今
後
検
討
す
る
。

石
田
議
員
　申
請
受
付
期

間
が
12
月
末
ま
で
に
な
っ

て
い
る
が
、
年
内
に
支
給

は
出
来
な
い
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　準
備
が

で
き
次
第
、
事
務
手
続
き

を
行
い
、
申
請
書
受
付
後

は
速
や
か
に
給
付
金
を
支

給
す
る
の
で
、
年
内
に
は

ほ
ぼ
支
給
が
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

村
上
議
員
　現
場
実
地
指

導
を
年
度
内
に
２
回
実
施

す
る
理
由
は
。

総
務
課
長
　現
場
実
地
指

導
は
平
成
29
年
度
か
ら
令

和
3
年
度
ま
で
の
５
ヶ
年

間
で
合
計
23
回
行
う
予
定

で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
令
和
２
年
度
、

３
年
度
は
２
回
ず
つ
行
う

予
定
が
１
回
ず
つ
し
か
で

き
ず
、
２
回
分
で
き
な
か
っ

た
。

　
令
和
４
年
度
は
当
初
予

算
で
１
回
分
を
予
定
し
て

い
た
が
、
今
回
補
正
で
１

回
分
を
追
加
し
２
回
す
る

こ
と
と
し
た
。

村
上
議
員
　１
回
当
た
り

の
実
地
指
導
の
実
施
日
数

は
。

総
務
課
長
　１
回
の
指
導

期
間
は
受
講
す
る
職
員
の

数
に
よ
っ
て
誤
差
は
あ
る

が
、
大
体
３
日
か
ら
５
日

ぐ
ら
い
で
あ
る
。

村
上
議
員
　オ
ン
ラ
イ
ン

リ
モ
ー
ト
で
実
地
指
導
を

行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長
　実
地
指
導
で

あ
る
の
で
、
現
地
で
直
接

指
導
し
て
頂
く
こ
と
が
基

本
だ
と
考
え
る
。

村
上
議
員
　
寮
の
供
用
開

始
が
令
和
６
年
10
月
末
と

な
っ
て
い
る
が
、
設
計
業

務
に
10
ヶ
月
も
要
す
る
理

由
は
。

　
工
期
を
短
縮
し
寮
の
供

用
開
始
を
少
し
で
も
早
め

る
こ
と
は
不
可
能
か
。

総
務
学
校
教
育
課
長
　
寮

の
建
築
面
積
が
約
１
０
０

０
㎡
あ
り
、
公
共
工
事
に

係
る
基
本
的
な
積
算
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
設
計

業
務
を
積
算
す
る
と
約

10
ヶ
月
を
要
す
る
こ
と
が

判
明
し
た
。

　
寮
の
供
用
開
始
を
令
和

６
年
４
月
に
間
に
合
わ
せ

た
い
と
い
う
思
い
は
あ
っ

た
が
、
適
正
な
業
務
期
間

を
も
っ
て
発
注
す
べ
き
と

判
断
し
た
。 

補正予算・条例などを
チェック！

質問した議員　○大江 寿　○石田 茂春　○村上 謙武

総括質疑
紙面上、質問と答弁は要約した内容になって
おります。全文記録は議会事務局にあり、
ホームページにも掲載されています。
また、YouTubeにて動画も公開
しており、スマホやタブレットか
ら右のQRコードを読み取ると
簡単にアクセスできます。

飲
食
業･

小
売
業
等
事

業
継
続
支
援
特
別
給
付

金
に
つ
い
て

隠
岐
水
産
高
校
の
寮

建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

現
場
実
地
指
導
に
つ
い
て

実地研修会のようす

◆
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
等
の
車
輌
購
入

費
補
助
金

　
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
等
に
お
け
る
利
用

者
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う

に
あ
た
り
、
老
朽
化
し
た

車
輌
の
計
画
的
な
更
新
を

支
援
す
る
補
助
金
で
あ

る
。
当
初
予
算
で
は
４
事

業
所
５
台
を
見
込
ん
で
い

た
が
、
５
事
業
所
７
台
の

申
請
を
受
け
予
算
額
に
不

足
が
生
じ
た
た
め
、
予
算

を
増
額
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
委
員
か
ら
「
財
源
を
ふ

る
さ
と
応
援
基
金
か
ら
充

当
し
て
い
る
が
、
ふ
る
さ

と
納
税
で
の
寄
付
金
を
物

品
購
入
補
助
に
充
当
す
る

の
は
不
適
切
で
は
な
い

か
」「
な
ぜ
財
源
を
基
金

か
ら
充
当
し
た
の
か
」「
通

常
経
費
で
ま
か
な
う
こ
と

が
で
き
な
い
の
か
」な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
っ

た
。

　
執
行
部
か
ら
は
「
ふ
る

　　

寄付者が納得のいく「ふるさと応援基金」の使い道を!

総務教育民生常任委員会
委員長報告 当委員会に付託された令和４年度補正予算および令和３年

度一般会計、特別会計決算、条例の一部改正等の議案は審査
の結果、原案通り全て「可決・認定すべし」、としたので、主
なものを報告する。

さ
と
応
援
基
金
条
例
に
基

づ
い
て
充
当
し
た
と
は

思
っ
て
い
る
。
中
に
は
使

用
目
的
の
指
定
が
あ
る
も

の
も
あ
れ
ば
、
な
い
も
の

も
あ
る
。
目
的
に
反
す
る

こ
と
な
く
使
用
は
し
て
い

る
つ
も
り
だ
が
、
寄
付
者

の
意
向
へ
の
反
映
を
も
う

少
し
徹
底
し
て
い
き
た
い

と
思
う
」
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。

　
委
員
会
で
は
「
福
祉
・

介
護
事
業
所
と
し
て
は
福

祉
自
動
車
を
所
有
す
る
こ

と
は
当
然
の
こ
と
で
あ

り
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が

図
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で

は
な
い
。
福
祉
に
役
立
て

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
寄

付
者
の
気
持
ち
を
思
う
な

ら
、
意
向
を
実
現
す
る
た

め
の
企
画
を
今
一
度
考

え
、
更
な
る
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
た
め
に
使
う
べ
き
で

あ
る
」
と
指
摘
し
た
。

◆
町
税
滞
納
整
理
方
針

　
令
和
３
年
度
の
収
納
率

が
前
年
度
の
実
績
を
上
回

り
、
掲
げ
て
い
た
目
標
を

達
成
で
き
た
こ
と
、
徴
収

対
策
の
見
直
し
な
ど
努
力

の
成
果
が
出
た
こ
と
に
対

し
て
、
委
員
会
と
し
て
敬

意
を
表
し
た
い
と
思
う
。

　
引
き
続
き
、
税
の
公
平

公
正
を
保
つ
た
め
、
収
納

率
の
向
上
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

◆
各
学
校
通
学
路
の
安
全

確
保

　
今
回
の
台
風
に
よ
る
通

学
路
周
辺
の
倒
木
な
ど
被

害
が
生
じ
た
報
告
か
ら
、

委
員
会
で
は
、
通
学
路
の

安
全
確
保
に
お
い
て
は

「
防
災
行
政
」
に
も
関
わ

る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、

常
日
頃
か
ら
の
点
検
と
早

め
の
対
応
を
心
が
け
て
い

た
だ
き
た
い
と
指
摘
し

た
。

◆
県
立
高
校
施
設
（
隠
岐

水
産
高
校
寄
宿
舎
）
整

備
事
業

　
６
月
補
正
で
予
算
化
を

進
め
て
い
た
が
、
事
業
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
精
査
し
た

と
こ
ろ
設
計
業
務
に
要
す

る
期
間
が
約
10
ヶ
月
か
か

る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
今

年
度
末
ま
で
に
完
了
し
な

い
見
込
み
と
判
断
し
た
。

適
正
な
業
務
期
間
を
以
て

発
注
す
べ
き
だ
と
い
う
考

え
か
ら
予
算
を
繰
り
越
す

こ
と
に
至
っ
た
。
ま
た
、

完
成
す
る
ま
で
の
令
和
５

年
度
、
６
年
度
の
生
徒
受

け
入
れ
体
制
で
あ
る
が
、

共
同
下
宿
を
町
内
の
業
者

と
協
議
し
な
が
ら
確
保
に

努
め
て
い
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　
委
員
会
で
は
、
寄
宿
舎

の
設
計
に
か
な
り
時
間
を

要
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

工
事
期
間
の
生
徒
受
け
入

れ
に
支
障
の
無
い
よ
う
に

心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
指
摘
を
し
た
。

審
査
の
状
況・結
果

所
管
の
調
査
事
項

隠岐水産高校
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町内事業者への迅速で適切な支援と農林業者への経営支援を！
産業建設常任委員会
委員長報告 当委員会に付託された令和3年度 会計決算認定、令和4年

度一般会計・特別会計補正予算、条例の一部改正等の議案
は全て「可決・認定すべし」とした。主なものを報告する。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　飲
食
業
・
小
売
業
等

事
業
継
続
支
援
特
別

給
付
金

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
及
び
、
島
根
県

か
ら
の
飲
食
店
の
利
用
制

限
の
要
請
等
の
影
響
に
よ

り
、
売
り
上
げ
が
減
少
し

て
い
る
、町
内
の
飲
食
業
、

小
売
業
等
の
事
業
者
に
対

し
て
、
事
業
の
継
続
を
町

独
自
に
支
援
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
事
業
者
か
ら
の
申
請
受

付
期
間
は
、
令
和
４
年
10

月
下
旬
か
ら
12
月
下
旬
の

間
を
予
定
し
て
お
り
、
給

付
開
始
は
、
申
請
書
類
を

受
領
し
審
査
が
済
み
次

第
、順
次
給
付
し
て
い
く
。

　
委
員
か
ら
「
コ
ロ
ナ
の

影
響
等
で
閉
店
し
て
い
る

事
業
者
に
対
し
、
事
業
継

続
の
意
思
確
認
は
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
」
と
の
質

疑
が
あ
り
、
担
当
課
よ
り

「
商
工
会
と
連
携
し
な
が

ら
訪
問
等
を
行
い
、
事
業

継
続
の
意
思
確
認
を
行

う
」と
の
説
明
を
受
け
た
。

◆
農
林
業
の
経
営
支
援
と

振
興
策

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
厳
し
い
農
業
経
営
が
続

く
中
で
、
世
界
情
勢
の
急

変
に
よ
り
、燃
料
や
肥
料
、

家
畜
飼
料
等
の
価
格
が
急

騰
し
、
本
町
で
も
農
業
経

営
を
取
り
巻
く
環
境
が
急

激
に
厳
し
さ
を
増
し
て
き

た
。

　
隠
岐
の
島
町
農
政
会

議
、
J
A
島
根
隠
岐
地
区

本
部
か
ら
は
、
町
独
自
の

支
援
を
求
め
る
切
実
な
要

望
が
議
会
に
も
提
出
さ
れ

て
お
り
、
委
員
会
で
は
今

後
の
町
の
支
援
策
等
に
つ

い
て
担
当
課
に
質
疑
を

行
っ
た
。

　
委
員
会
で
は
、
国
や
県

の
支
援
策
の
具
体
的
な
内

容
や
、
町
独
自
の
支
援
規

模
、
支
援
の
対
象
要
件
等

に
関
し
て
質
疑
が
行
わ
れ

た
が
、
町
独
自
の
支
援
策

に
つ
い
て
は
現
在
検
討
中

で
あ
り
、
11
月
の
臨
時
会

で
支
援
策
に
関
す
る
補
正

予
算
を
計
上
す
る
予
定
で

あ
る
と
の
説
明
を
受
け

た
。

　
ま
た
、
本
町
農
林
業
の

振
興
を
図
る
た
め
に
「
隠

岐
の
島
町
農
林
業
振
興
計

画
」
を
策
定
し
、
具
体
的

に
目
に
見
え
る
形
で
の
振

興
策
を
推
進
す
べ
き
と
の

指
摘
を
し
た
が
、
こ
れ
に

対
し
、
今
後
検
討
し
て
い

く
と
の
返
答
が
あ
っ
た
。

◆
西
郷
港
周
辺
地
区
整
備

計
画

　
西
郷
港
周
辺
地
区
の
整

備
計
画
を
推
進
し
て
い
く

「
ア
イ
ノ
マ
ゲ
ー
ト
推
進

協
議
会
」
の
組
織
体
制
に

つ
い
て
担
当
課
よ
り
説
明

を
受
け
た
。

　
委
員
か
ら
「
中
町
地
区

と
の
連
携
を
図
る
上
で
、

ア
イ
ノ
マ
ゲ
ー
ト
推
進
協

議
会
の
メ
ン
バ
ー
に
、
中

町
自
治
会
の
代
表
を
入
れ

る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と

の
意
見
に
対
し
、「
地
権

者
の
代
表
3
名
が
メ
ン

バ
ー
と
し
て
入
っ
て
お

り
、
地
区
と
の
連
携
は
図

れ
る
」
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。

　
ま
た
「
西
郷
中
町
連
合

会
と
の
協
議
が
さ
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
」
と

の
指
摘
に
対
し
、「
今
後
、

話
し
合
い
の
場
を
設
け
協

議
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
の
返
答
が
あ
っ
た
。

　
町
は
、
西
郷
港
周
辺
地

区
の
西
町
、
東
町
、
港
町

地
区
に
対
し
て
も
整
備
計

画
に
つ
い
て
話
し
合
い
の

機
会
を
作
っ
て
い
な
い
状

況
に
あ
る
た
め
、
西
郷
港

周
辺
の
自
治
会
と
も
連
携

を
図
り
な
が
ら
整
備
を
進

め
る
よ
う
、
委
員
会
と
し

て
指
摘
し
た
。

審
査
の
状
況・結
果

所
管
の
調
査
事
項

整備予定の中町地区

隠岐の島町議会基本条例を
制定しました

　議会基本条例策定特別委員会は令和3年6月定
例会において設置が議決され、6名の議員が委員
となり、これまで34回の委員会を開催しました。
条例を策定するにあたって、まず議会基本条例に
関する基本的な考え方や、条例作成の知識を深め
るために議員全員参加の研修をしました。その後、
議会だよりにおいて、議会基本条例の趣旨及び、研
修内容について、町民に発信し、さらに町民の議会
に対する思いや評価の把握と、基本条例にどう反
映させていくかを調査するため、町民アンケートを
実施しました。現状を検証する中で、『町民から必
要とされ、信頼される議会』を大きな目標とし、目
標を達成するために『開かれた議会、町民参加の議
会』を目指すべきとの結論に至りました。まず、開
かれた議会の実現に向けては、議員間の自由討議
や委員会審査の積極的な公開を盛り込み、議員同
士で討議し、議決に至るまでのプロセスをより分か

りやすくする必要があるとの視点で協議しました。
　また「町民参加の議会」の実現に向けては、請
願者、陳情者からの意見聴取、住民との懇談会、
議会モニター制度、政策サポーター制度を盛り込
み、議会と住民との関係構築を進めるよう協議を
しました。
　これらを踏まえ、9月14日に報告書と合わせ議
会基本条例（案）を議長に提出し、本特別委員会
の調査研究及び策定作業を終了しました。

提案理由
この議会基本条例は、議会と町民との連携強化と議会改革を目指すものである。
本文のうち、特筆すべき主な点
本条例は前文、本文（22条）及び附則で構成し、前文では、議会基本条例制定の背景と趣旨を明記した。
［第 1条］では基本条例の目的を明確にするとし、議会及び議員の基本的事項を明文化し、まちづくりと住民

福祉に寄与する議会の目的を明記した。
［第 3条］では議会の活動原則を明記し、住民から信頼される議会運営を目指すことを定めている。
［第 4条］では委員会の運営は公正・透明性を心がけ、町民に分かりやすい審査に努めることを定めている。
［第 5条］では議決に対する責任を明記し、住民説明の責務を定めている。
［第10条］では議会の有する情報の発信、町民との意見交換の場を積極的に持つなど、議会と住民とが連携を

図ることを定めている。
［第15条］では議会は議員による討論の場であるとの原則から、本会議、委員会での議員の自由討議を中心に

行うことを定めている。
［第16条］では議会モニター制度について、［第17条］では政策サポーター制度について規定し、住民参加と政

策形成、政策立案機能について定めている。
［第20条］では議員定数について、［第21条］では議員報酬について規定し、いずれも現状課題や将来展望、町

民の意見などを参考にしながら十分考慮するよう定めている。
※本条例は令和5年1月1日から施行する。

（発議文より抜粋）

議会基本条例（案）を議長に提出　9月14日

「隠岐の島町議会基本条例の制定について」を副議長の発議により議会に提案　9月29日

特別委員会から議長へ
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町内事業者への迅速で適切な支援と農林業者への経営支援を！
産業建設常任委員会
委員長報告 当委員会に付託された令和3年度 会計決算認定、令和4年

度一般会計・特別会計補正予算、条例の一部改正等の議案
は全て「可決・認定すべし」とした。主なものを報告する。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　飲
食
業
・
小
売
業
等

事
業
継
続
支
援
特
別

給
付
金

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
及
び
、
島
根
県

か
ら
の
飲
食
店
の
利
用
制

限
の
要
請
等
の
影
響
に
よ

り
、
売
り
上
げ
が
減
少
し

て
い
る
、町
内
の
飲
食
業
、

小
売
業
等
の
事
業
者
に
対

し
て
、
事
業
の
継
続
を
町

独
自
に
支
援
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
事
業
者
か
ら
の
申
請
受

付
期
間
は
、
令
和
４
年
10

月
下
旬
か
ら
12
月
下
旬
の

間
を
予
定
し
て
お
り
、
給

付
開
始
は
、
申
請
書
類
を

受
領
し
審
査
が
済
み
次

第
、順
次
給
付
し
て
い
く
。

　
委
員
か
ら
「
コ
ロ
ナ
の

影
響
等
で
閉
店
し
て
い
る

事
業
者
に
対
し
、
事
業
継

続
の
意
思
確
認
は
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
」
と
の
質

疑
が
あ
り
、
担
当
課
よ
り

「
商
工
会
と
連
携
し
な
が

ら
訪
問
等
を
行
い
、
事
業

継
続
の
意
思
確
認
を
行

う
」と
の
説
明
を
受
け
た
。

◆
農
林
業
の
経
営
支
援
と

振
興
策

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
厳
し
い
農
業
経
営
が
続

く
中
で
、
世
界
情
勢
の
急

変
に
よ
り
、燃
料
や
肥
料
、

家
畜
飼
料
等
の
価
格
が
急

騰
し
、
本
町
で
も
農
業
経

営
を
取
り
巻
く
環
境
が
急

激
に
厳
し
さ
を
増
し
て
き

た
。

　
隠
岐
の
島
町
農
政
会

議
、
J
A
島
根
隠
岐
地
区

本
部
か
ら
は
、
町
独
自
の

支
援
を
求
め
る
切
実
な
要

望
が
議
会
に
も
提
出
さ
れ

て
お
り
、
委
員
会
で
は
今

後
の
町
の
支
援
策
等
に
つ

い
て
担
当
課
に
質
疑
を

行
っ
た
。

　
委
員
会
で
は
、
国
や
県

の
支
援
策
の
具
体
的
な
内

容
や
、
町
独
自
の
支
援
規

模
、
支
援
の
対
象
要
件
等

に
関
し
て
質
疑
が
行
わ
れ

た
が
、
町
独
自
の
支
援
策

に
つ
い
て
は
現
在
検
討
中

で
あ
り
、
11
月
の
臨
時
会

で
支
援
策
に
関
す
る
補
正

予
算
を
計
上
す
る
予
定
で

あ
る
と
の
説
明
を
受
け

た
。

　
ま
た
、
本
町
農
林
業
の

振
興
を
図
る
た
め
に
「
隠

岐
の
島
町
農
林
業
振
興
計

画
」
を
策
定
し
、
具
体
的

に
目
に
見
え
る
形
で
の
振

興
策
を
推
進
す
べ
き
と
の

指
摘
を
し
た
が
、
こ
れ
に

対
し
、
今
後
検
討
し
て
い

く
と
の
返
答
が
あ
っ
た
。

◆
西
郷
港
周
辺
地
区
整
備

計
画

　
西
郷
港
周
辺
地
区
の
整

備
計
画
を
推
進
し
て
い
く

「
ア
イ
ノ
マ
ゲ
ー
ト
推
進

協
議
会
」
の
組
織
体
制
に

つ
い
て
担
当
課
よ
り
説
明

を
受
け
た
。

　
委
員
か
ら
「
中
町
地
区

と
の
連
携
を
図
る
上
で
、

ア
イ
ノ
マ
ゲ
ー
ト
推
進
協

議
会
の
メ
ン
バ
ー
に
、
中

町
自
治
会
の
代
表
を
入
れ

る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と

の
意
見
に
対
し
、「
地
権

者
の
代
表
3
名
が
メ
ン

バ
ー
と
し
て
入
っ
て
お

り
、
地
区
と
の
連
携
は
図

れ
る
」
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。

　
ま
た
「
西
郷
中
町
連
合

会
と
の
協
議
が
さ
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
」
と

の
指
摘
に
対
し
、「
今
後
、

話
し
合
い
の
場
を
設
け
協

議
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
の
返
答
が
あ
っ
た
。

　
町
は
、
西
郷
港
周
辺
地

区
の
西
町
、
東
町
、
港
町

地
区
に
対
し
て
も
整
備
計

画
に
つ
い
て
話
し
合
い
の

機
会
を
作
っ
て
い
な
い
状

況
に
あ
る
た
め
、
西
郷
港

周
辺
の
自
治
会
と
も
連
携

を
図
り
な
が
ら
整
備
を
進

め
る
よ
う
、
委
員
会
と
し

て
指
摘
し
た
。

審
査
の
状
況・結
果

所
管
の
調
査
事
項

整備予定の中町地区

隠岐の島町議会基本条例を
制定しました

　議会基本条例策定特別委員会は令和3年6月定
例会において設置が議決され、6名の議員が委員
となり、これまで34回の委員会を開催しました。
条例を策定するにあたって、まず議会基本条例に
関する基本的な考え方や、条例作成の知識を深め
るために議員全員参加の研修をしました。その後、
議会だよりにおいて、議会基本条例の趣旨及び、研
修内容について、町民に発信し、さらに町民の議会
に対する思いや評価の把握と、基本条例にどう反
映させていくかを調査するため、町民アンケートを
実施しました。現状を検証する中で、『町民から必
要とされ、信頼される議会』を大きな目標とし、目
標を達成するために『開かれた議会、町民参加の議
会』を目指すべきとの結論に至りました。まず、開
かれた議会の実現に向けては、議員間の自由討議
や委員会審査の積極的な公開を盛り込み、議員同
士で討議し、議決に至るまでのプロセスをより分か

りやすくする必要があるとの視点で協議しました。
　また「町民参加の議会」の実現に向けては、請
願者、陳情者からの意見聴取、住民との懇談会、
議会モニター制度、政策サポーター制度を盛り込
み、議会と住民との関係構築を進めるよう協議を
しました。
　これらを踏まえ、9月14日に報告書と合わせ議
会基本条例（案）を議長に提出し、本特別委員会
の調査研究及び策定作業を終了しました。

提案理由
この議会基本条例は、議会と町民との連携強化と議会改革を目指すものである。
本文のうち、特筆すべき主な点
本条例は前文、本文（22条）及び附則で構成し、前文では、議会基本条例制定の背景と趣旨を明記した。
［第 1条］では基本条例の目的を明確にするとし、議会及び議員の基本的事項を明文化し、まちづくりと住民

福祉に寄与する議会の目的を明記した。
［第 3条］では議会の活動原則を明記し、住民から信頼される議会運営を目指すことを定めている。
［第 4条］では委員会の運営は公正・透明性を心がけ、町民に分かりやすい審査に努めることを定めている。
［第 5条］では議決に対する責任を明記し、住民説明の責務を定めている。
［第10条］では議会の有する情報の発信、町民との意見交換の場を積極的に持つなど、議会と住民とが連携を

図ることを定めている。
［第15条］では議会は議員による討論の場であるとの原則から、本会議、委員会での議員の自由討議を中心に

行うことを定めている。
［第16条］では議会モニター制度について、［第17条］では政策サポーター制度について規定し、住民参加と政

策形成、政策立案機能について定めている。
［第20条］では議員定数について、［第21条］では議員報酬について規定し、いずれも現状課題や将来展望、町

民の意見などを参考にしながら十分考慮するよう定めている。
※本条例は令和5年1月1日から施行する。

（発議文より抜粋）

議会基本条例（案）を議長に提出　9月14日

「隠岐の島町議会基本条例の制定について」を副議長の発議により議会に提案　9月29日

特別委員会から議長へ
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町
民
か
ら
必
要
と
さ
れ
、

信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指

す
の
で
あ
れ
ば
、こ
の
条
例

案
を
、ま
ず
、住
民
に
直
接

お
知
ら
せ
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。

　
な
ぜ
な
ら
ば
、こ
の
条
例

内
容
に
は
、私
た
ち
議
員
の

規
範
だ
け
で
な
く
、議
会
活

性
化
の
推
進
や
議
決
事
項

等
、住
民
の
理
解
や
協
力
を

得
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い

る
か
ら
だ
。

　
8
月
の
意
見
交
換
会
で

「
条
例
制
定
を
急
ぎ
す
ぎ
て

い
る
。時
期
を
延
ば
し
た
ら

ど
う
か
」と
質
問
を
し
た
。

し
か
し
、委
員
会
か
ら
は
、

条
例
の
目
的
に
寄
与
で
き

る
内
容
で
あ
る
こ
と
。ま

た
、来
年
の
5
月
に
は
議
会

体
制
の
変
更
が
あ
り
、混
乱

す
る
こ
と
。そ
し
て
、新
年

度
予
算
の
要
求
時
期
ま
で

に
は
条
例
化
が
必
要
で
あ

る
、と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

　
議
会
基
本
条
例
の
策
定

に
あ
た
り
、研
修
会
や
意
見

交
換
会
を
開
催
す
る
中
で
、

こ
の
条
例
の
意
義
や
、策
定

す
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ

い
て
、理
解
を
し
て
い
る

が
、条
例
策
定
の
プ
ロ
セ
ス

に
、住
民
が
参
加
し
て
い
な

い「
一
方
通
行
の
条
例
制

定
」に
は
、納
得
が
い
か
な

い
。

　
こ
れ
ま
で
も
申
し
て
い

る
が
、条
例
制
定
の
前
に
、

住
民
説
明
会
を
開
催
し
、広

く
意
見
や
提
案
を
拝
聴
し

な
が
ら
、内
容
の
追
加
・
修

正
を
実
施
す
る
こ
と
で
、町

民
の
意
思
が
反
映
し
た
条

例
が
完
成
し
、開
か
れ
た
議

会
が
構
築
さ
れ
る
と
考
え

る
。

　
ま
た
、中
尾
修
氏
を
招
い

た
講
演
会
の
報
告
で
、委
員

長
は「
住
民
参
加
」・「
情
報

発
信
」・「
情
報
共
有
の
重
要

性
」を
学
ん
だ
と
言
っ
て
い

た
が
、こ
の
現
状
に
、私
は

違
和
感
を
感
じ
て
い
る
。

　
今
定
例
会
終
了
後
に
、議

会
内
容
を
報
告
す
る
予
定

で
、試
行
的
に
議
会
報
告
会

を
開
催
し
た
い
と
言
っ
て

い
た
が
、住
民
へ
の
説
明
を

尽
く
さ
ず
、制
定
あ
り
き

で
、の
ち
に
説
明
す
る
の
で

は
、順
序
が
逆
転
し
て
い

る
。　

　
町
民
に
と
っ
て
、身
近
な

議
会
に
な
る
た
め
に
も
、住

民
参
画
に
よ
る
内
容
修
正

を
希
望
し
、反
対
す
る
。

　
今
回
の
議
会
基
本
条
例

制
定
案
は
、全
議
員
に
よ
る

審
議
が
尽
く
さ
れ
て
お
ら

ず
、問
題
点
も
多
く
、未
完

成
の
案
で
あ
る
の
で
、反
対

す
る
。

　
議
員
提
出
議
案
は
、全
会

一
致
が
望
ま
し
く
、全
議
員

で
の
審
議
が
尽
く
さ
れ
、理

解
を
し
、大
多
数
の
合
意
形

成
が
必
要
だ
が
、現
段
階
で

は
、そ
こ
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
。条
例
策
定
特
別
委

員
以
外
の
議
員
は
、蚊
帳
の

外
に
置
か
れ
て
き
た
。こ
の

段
階
で
の
発
議
は
、安
直
で

拙
速
す
ぎ
る
。「
な
ぜ
こ
れ

ほ
ど
急
ぐ
の
か
」と
問
え
ば

「
来
年
5
月
に
議
長
選
挙
が

あ
り
、人
的
構
成
が
変
わ
っ

て
、混
乱
が
予
想
さ
れ
る
か

ら
、今
だ
」と
の
返
答
で

あ
っ
た
が
、全
く
理
由
に
は

な
ら
な
い
。重
大
な
こ
と

を
、お
よ
そ
半
数
の
議
員
だ

け
で
審
議
を
し
て
い
る
状

況
は
、受
容
で
き
な
い
。委

員
会
以
外
の
議
員
へ
意
見

聴
取
を
す
る
機
会
は
、3
回

の
み
で
、意
見
は
取
り
上
げ

ず
、疑
問
点
に
答
え
切
れ
て

い
な
い
。な
ぜ
、公
正
明
大

に
全
議
員
で
審
議
を
尽
く

さ
な
い
の
か
。

　
モ
ニ
タ
ー
制
度・サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
、議

員
は
、自
治
体
の
最
高
の
意

思
決
定
権
者
で
あ
る
と
規

定
さ
れ
て
い
る
の
に
、外
部

要
員
の
意
見
を
聞
い
て
決

め
る
と
な
っ
て
は
、議
会
の

上
に
、上
部
議
会
を
置
く
よ

う
な
こ
と
に
も
な
り
、議
員

は
い
っ
た
い
何
な
の
か
、こ

れ
で
は
議
員
は
不
要
で
は

な
い
か
、と
自
己
否
定
を
す

る
こ
と
に
な
る
。こ
の
制
度

は
必
要
が
な
い
。

　
ま
た
、政
治
倫
理
・
審
査

の
請
求
に
つ
い
て
は
、5
人

以
上
の
連
名
で
審
査
請
求

を
す
る
と
あ
る
が
、外
部
か

ら
要
求
さ
れ
、5
人
が
徒
党

を
組
ん
で
、他
の
議
員
を
攻

撃
す
る
事
態
に
も
な
り
か

ね
な
い
。「
審
査
請
求
を
し

た
も
の
は
、審
査
会
の
一
員

に
は
な
れ
な
い
」と
明
記
し

て
お
か
な
い
と
公
正
性
に

欠
け
、不
必
要
な
混
乱
を
招

く
。司
法
権
の
無
い
議
会

が
、議
会
外
で
の
事
柄
に
ど

こ
ま
で
も
及
ぶ
こ
と
は
で

き
な
い
。法
を
超
越
し
た
定

め
事
に
は
無
理
が
あ
る
。諸

法
に
照
ら
し
て
審
議
を
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
本
町
が
手
本
と
し
た
、北

海
道
栗
山
町
議
会
基
本
条

例
に
つ
い
て
は
、手
本
に
し

た
自
治
体
の
大
多
数
が
、ど

こ
も
大
同
小
異
で
似
て
い

る
。こ
の
問
題
点
を
指
摘
す

る
法
学
者
も
現
れ「
一
時
の

流
行
は
大
問
題
で
、安
直
す

ぎ
る
」と
言
っ
て
い
る
。全

国
の
町
村
議
会
で
48
％
が

ま
だ
制
定
し
て
い
な
い
。こ

こ
に
は
大
き
な
要
因
が
あ

る
は
ず
だ
。

　
拙
速
に
こ
と
を
運
ば
ず
、

全
員
で
の
審
議
を
深
め
る

必
要
が
あ
る
の
で
、反
対
す

る
。

『隠岐の島町議会基本条例』の制定に対して、7名（反対2名・賛成5名）の議員が、討論を行いました。
反対討論は、住民参画による条例制定や全議員での合意形成を、賛成討論では、条例制定による
開かれた議会の実現についての内容でした。

討論『隠岐の島町議会基本条例』

反
対
討
論

岡
田 

智
子  

議
員

　
議
会
基
本
条
例
策
定
特

別
委
員
会
が
行
っ
た
、住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
住
民

の
意
見
が
全
て
だ
と
感
じ

る
。「
議
員
個
人
は
皆
、

個
々
に
活
動
は
し
て
い
て

も
、議
会
で
は
何
を
や
っ

て
い
る
の
か
分
か
り
に
く

い
。」こ
う
い
っ
た
意
見

は
、以
前
、私
が
議
員
に
な

る
ま
で
に
感
じ
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。

　
今
回
、議
会
基
本
条
例

策
定
を
す
る
こ
と
で
、議

会
活
動
は
公
正
且
つ
、透

明
性
を
重
ん
じ
た
、開
か

れ
た
議
会
で
あ
る
こ
と
の

表
明
で
あ
り
、住
民
か
ら

信
託
を
受
け
て
い
る
機
関

で
あ
る
議
会
が
、住
民
の

声
に
応
え
、町
政
発
展
に

貢
献
す
る
、住
民
の
方
々

か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
に

な
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、議
会
基
本
条
例
制
定

に
賛
成
す
る
。

　
議
会
基
本
条
例
に
は
、

議
会
と
議
員
が
果
た
す
べ

き
使
命
や
責
務
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
内
容
が
規
定

さ
れ
て
お
り
、特
に
町
民

と
の
関
係
に
お
い
て
は
、

町
民
の
代
表
機
関
で
あ
る

議
会
が
、町
民
に
対
し
て

果
た
す
べ
き
内
容
が
記
さ

れ
て
い
る
。

　
本
町
議
会
に
と
っ
て
、こ

れ
か
ら
の
議
会
運
営
方
針

の
拠
り
所
と
な
る
も
の
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
政
治
倫
理
の
規
定
に
関

し
て
は
、議
員
個
人
の
政
治

信
条
の
自
由
を
制
約
す
る

規
定
で
は
な
い
こ
と
は
、規

定
内
容
を
見
れ
ば
明
ら
か

で
あ
り
、政
治
倫
理
規
定

は
、地
方
議
員
が
、当
然
に

守
る
べ
き
社
会
的
基
本

ル
ー
ル
を
規
定
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
理

解
で
き
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、政
治
倫
理
規
定

は
、議
員
に
対
す
る
懲
罰

を
目
的
と
し
た
規
定
で
は

な
く
、議
会
の
自
立
性
の

尊
重
と
、議
員
が
社
会
倫

理
を
順
守
す
べ
き
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
こ
と

も
、理
解
で
き
る
も
の
と

思
っ
て
い
る
。

　
条
例
案
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、1
年
3
か
月
の

期
間
を
か
け
、計
34
回
の
委

員
会
を
開
催
し
、十
分
な
時

間
を
か
け
策
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。　

　
条
例
策
定
の
過
程
で
の

共
通
理
解
が
足
り
な
い
と

か
、協
議
の
時
間
が
足
り

な
い
、あ
る
い
は
、全
議
員

の
考
え
が
反
映
さ
れ
て
い

な
い
等
の
理
由
で
、条
例

上
程
に
反
対
す
る
こ
と

は
、議
会
基
本
条
例
策
定

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

そ
の
特
別
委
員
会
に
お
い

て
、条
例
案
の
策
定
作
業

を
行
う
と
い
う
、議
会
運

営
上
の
基
本
的
な
考
え
方

に
、い
さ
さ
か
逸
脱
し
た

視
点
で
の
反
対
の
意
思
表

示
で
は
な
い
か
、と
の
思

い
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。

　
ま
た
、議
会
基
本
条
例

は
毎
年
一
回
、条
例
の
目

的
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か

に
つ
い
て
、評
価
を
行
う

こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お

り
、常
に
条
例
内
容
の
見

直
し
を
前
提
と
し
た
視
点

で
策
定
さ
れ
た
条
例
で
あ

る
こ
と
を
認
識
す
れ
ば
、

条
例
制
定
後
に
、全
て
の

議
員
の
考
え
や
、町
民
の

多
様
な
意
見
を
反
映
で
き

る
可
能
性
が
十
分
あ
る
と

い
う
こ
と
も
、理
解
で
き

る
と
考
え
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
理
由
で

今
定
例
会
で
の
議
会
基
本

条
例
の
制
定
に
賛
成
す

る
。

　
こ
の
度
の
、議
会
基
本

条
例
の
制
定
は
、私
個
人

的
に
も
、本
町
議
会
に

と
っ
て
も
長
年
の
課
題
で

あ
っ
た
。

　
委
員
長
報
告
に
も
あ
っ

た
が
、昨
年
6
月
の
定
例

会
以
降
、住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
と
と
も
に

34
回
の
委
員
会
開
催
、3

回
の
議
員
全
体
で
の
意
見

交
換
、そ
し
て
、1
年
3
ヶ

月
に
わ
た
り
調
査
研
究
を

か
さ
ね
、よ
う
や
く
成
案

が
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

　
議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え

が
あ
る
こ
と
は
、ご
く
当

た
り
前
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
を
否
定
す
る
も
の
で

は
な
い
が
、少
な
く
と
も

二
元
代
表
制
の
選
挙
で
選

ば
れ
た
町
長
と
私
た
ち
議

員
が
真
に
議
論
を
重
ね
、

町
執
行
部
と
議
会
が
緊
張

感
を
も
っ
て
、地
方
自
治

の
根
幹
で
あ
る
住
民
福
祉

の
向
上
、並
び
に
町
政
の

発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、

共
に
取
り
組
む
こ
と
が
最

も
大
切
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
こ
の
度
の
、議
会
基
本

条
例
は
、そ
れ
ら
を
盛
り

込
ん
だ
最
低
限
の
本
町
議

会
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
も

の
で
あ
り
、こ
れ
を
契
機

と
し
て
さ
ら
に
議
会
改
革

に
取
り
組
む
第
一
歩
と
な

る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

　
町
民
の
負
託
に
応
え
る

た
め
に
は「
ま
ず
、隗
よ
り

始
め
よ
」と
い
う
こ
と
わ

ざ
も
あ
る
よ
う
に
、我
々

議
会
が
本
条
例
を
制
定

し
、活
動
を
展
開
す
る
、こ

の
こ
と
が
町
民
の
負
託
に

応
え
る
こ
と
だ
と
思
う
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、議

会
基
本
条
例
の
制
定
に
賛

成
す
る
。

　
今
回
の
議
会
基
本
条
例

策
定
の
趣
旨
は「
議
会
の

透
明
化
」で
あ
る
。

　
当
初
に
委
員
会
で
発
送

し
た「
ア
ン
ケ
ー
ト
」で
、

住
民
が
、我
々
議
会
を
ど

う
見
て
い
る
の
か
、回
答

結
果
や
自
由
意
見
に
よ

り
、あ
る
程
度
分
か
っ
た

は
ず
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
我
々
が
い
ま
、や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

そ
し
て
、こ
れ
か
ら
や
っ

て
い
く
べ
き
こ
と
、議
員・

政
治
家
と
し
て
の
当
た
り

前
の
こ
と
が
条
例
化
さ
れ

ず
、住
民
や
有
権
者
に
伝

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
通

用
し
な
い
と
私
は
考
え
、

議
会
基
本
条
例
制
定
に
賛

成
す
る
。

賛
成
討
論

牧
野 

牧
子  

議
員

村
上 

謙
武  

議
員

　
議
会
基
本
条
例
の
重
要

性
に
つ
い
て
、議
会
は
、複

数
の
構
成
員
か
ら
な
る
合

議
制
の
機
関
で
あ
り
、そ
の

中
で
2
つ
の
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

　
一
つ
は
、チ
ェ
ッ
ク
機
関

で
あ
る
こ
と
。そ
し
て
、も

う
一
つ
重
要
な
の
が
、意
思

決
定
を
す
る
機
関
で
あ
る
。

我
々
町
議
会
は
、単
な
る
町

民
の
代
表
で
は
な
く
、町
民

か
ら
権
利
と
責
任
を
与
え

ら
れ
、任
さ
れ
て
い
る
。そ

の
議
会
が
意
思
決
定
す
る

場
で
あ
る
な
ら
ば
、町
民
も

参
加
す
る
べ
き
で
、議
論
を

し
て
決
定
し
た
こ
と
を
、町

民
に
報
告
し
な
い
と
い
け

な
い
。

　
さ
ら
に
、町
民
と
の
対
話

も
必
要
だ
。加
え
て
合
議
制

の
機
関
で
あ
る
以
上
、意
思

決
定
を
す
る
過
程
で
、構
成

員
で
あ
る
議
員
の
議
論
が

絶
対
必
要
で
あ
る
。

　
し
か
し
、議
会
に
対
す
る

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

で
は
、議
会
に
対
す
る
評
価

は
低
く
、議
会
へ
の
信
頼
や

必
要
性
に
つ
い
て
も
厳
し

い
意
見
が
多
く
あ
っ
た
。住

民
に
必
要
と
さ
れ
る
議
会

に
な
る
た
め
の
方
法
と
し

て
、こ
の
度
の
、議
会
基
本

条
例
は
非
常
に
重
要
で
あ

る
と
思
う
。

　
次
に
、条
例
内
容
に
つ
い

て
は
、議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
と
意
思
決
定
を
す
る
こ

と
は
、と
て
も
重
要
で
あ

り
、そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら

見
て
も
、議
決
の
重
さ
や

チ
ェ
ッ
ク
項
目
等
の
明
文

化
や
、町
民
に
と
っ
て
、議

会
が
ど
う
い
っ
た
視
点
で

チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
か
な
ど

が
、理
解
さ
れ
や
す
く
な
っ

て
い
る
。

　
さ
ら
に
、意
思
決
定
す
る

た
め
の
住
民
参
加
、議
員
間

討
議
、懇
談
会
な
ど
に
つ
い

て
も
定
め
て
ら
れ
て
お
り
、

議
会
基
本
条
例
の
目
的
に

も
あ
る
よ
う
に
、町
民
か
ら

信
頼
さ
れ
、必
要
と
さ
れ
る

議
会
に
向
け
、進
ん
で
い
け

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、議
会

基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
賛
成
す
る
。

大
江 
寿  
議
員

髙
宮 

陽
一  

議
員

前
田 

芳
樹  

議
員

か
い
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町
民
か
ら
必
要
と
さ
れ
、

信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指

す
の
で
あ
れ
ば
、こ
の
条
例

案
を
、ま
ず
、住
民
に
直
接

お
知
ら
せ
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。

　
な
ぜ
な
ら
ば
、こ
の
条
例

内
容
に
は
、私
た
ち
議
員
の

規
範
だ
け
で
な
く
、議
会
活

性
化
の
推
進
や
議
決
事
項

等
、住
民
の
理
解
や
協
力
を

得
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い

る
か
ら
だ
。

　
8
月
の
意
見
交
換
会
で

「
条
例
制
定
を
急
ぎ
す
ぎ
て

い
る
。時
期
を
延
ば
し
た
ら

ど
う
か
」と
質
問
を
し
た
。

し
か
し
、委
員
会
か
ら
は
、

条
例
の
目
的
に
寄
与
で
き

る
内
容
で
あ
る
こ
と
。ま

た
、来
年
の
5
月
に
は
議
会

体
制
の
変
更
が
あ
り
、混
乱

す
る
こ
と
。そ
し
て
、新
年

度
予
算
の
要
求
時
期
ま
で

に
は
条
例
化
が
必
要
で
あ

る
、と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

　
議
会
基
本
条
例
の
策
定

に
あ
た
り
、研
修
会
や
意
見

交
換
会
を
開
催
す
る
中
で
、

こ
の
条
例
の
意
義
や
、策
定

す
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ

い
て
、理
解
を
し
て
い
る

が
、条
例
策
定
の
プ
ロ
セ
ス

に
、住
民
が
参
加
し
て
い
な

い「
一
方
通
行
の
条
例
制

定
」に
は
、納
得
が
い
か
な

い
。

　
こ
れ
ま
で
も
申
し
て
い

る
が
、条
例
制
定
の
前
に
、

住
民
説
明
会
を
開
催
し
、広

く
意
見
や
提
案
を
拝
聴
し

な
が
ら
、内
容
の
追
加
・
修

正
を
実
施
す
る
こ
と
で
、町

民
の
意
思
が
反
映
し
た
条

例
が
完
成
し
、開
か
れ
た
議

会
が
構
築
さ
れ
る
と
考
え

る
。

　
ま
た
、中
尾
修
氏
を
招
い

た
講
演
会
の
報
告
で
、委
員

長
は「
住
民
参
加
」・「
情
報

発
信
」・「
情
報
共
有
の
重
要

性
」を
学
ん
だ
と
言
っ
て
い

た
が
、こ
の
現
状
に
、私
は

違
和
感
を
感
じ
て
い
る
。

　
今
定
例
会
終
了
後
に
、議

会
内
容
を
報
告
す
る
予
定

で
、試
行
的
に
議
会
報
告
会

を
開
催
し
た
い
と
言
っ
て

い
た
が
、住
民
へ
の
説
明
を

尽
く
さ
ず
、制
定
あ
り
き

で
、の
ち
に
説
明
す
る
の
で

は
、順
序
が
逆
転
し
て
い

る
。　

　
町
民
に
と
っ
て
、身
近
な

議
会
に
な
る
た
め
に
も
、住

民
参
画
に
よ
る
内
容
修
正

を
希
望
し
、反
対
す
る
。

　
今
回
の
議
会
基
本
条
例

制
定
案
は
、全
議
員
に
よ
る

審
議
が
尽
く
さ
れ
て
お
ら

ず
、問
題
点
も
多
く
、未
完

成
の
案
で
あ
る
の
で
、反
対

す
る
。

　
議
員
提
出
議
案
は
、全
会

一
致
が
望
ま
し
く
、全
議
員

で
の
審
議
が
尽
く
さ
れ
、理

解
を
し
、大
多
数
の
合
意
形

成
が
必
要
だ
が
、現
段
階
で

は
、そ
こ
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
。条
例
策
定
特
別
委

員
以
外
の
議
員
は
、蚊
帳
の

外
に
置
か
れ
て
き
た
。こ
の

段
階
で
の
発
議
は
、安
直
で

拙
速
す
ぎ
る
。「
な
ぜ
こ
れ

ほ
ど
急
ぐ
の
か
」と
問
え
ば

「
来
年
5
月
に
議
長
選
挙
が

あ
り
、人
的
構
成
が
変
わ
っ

て
、混
乱
が
予
想
さ
れ
る
か

ら
、今
だ
」と
の
返
答
で

あ
っ
た
が
、全
く
理
由
に
は

な
ら
な
い
。重
大
な
こ
と

を
、お
よ
そ
半
数
の
議
員
だ

け
で
審
議
を
し
て
い
る
状

況
は
、受
容
で
き
な
い
。委

員
会
以
外
の
議
員
へ
意
見

聴
取
を
す
る
機
会
は
、3
回

の
み
で
、意
見
は
取
り
上
げ

ず
、疑
問
点
に
答
え
切
れ
て

い
な
い
。な
ぜ
、公
正
明
大

に
全
議
員
で
審
議
を
尽
く

さ
な
い
の
か
。

　
モ
ニ
タ
ー
制
度・サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
、議

員
は
、自
治
体
の
最
高
の
意

思
決
定
権
者
で
あ
る
と
規

定
さ
れ
て
い
る
の
に
、外
部

要
員
の
意
見
を
聞
い
て
決

め
る
と
な
っ
て
は
、議
会
の

上
に
、上
部
議
会
を
置
く
よ

う
な
こ
と
に
も
な
り
、議
員

は
い
っ
た
い
何
な
の
か
、こ

れ
で
は
議
員
は
不
要
で
は

な
い
か
、と
自
己
否
定
を
す

る
こ
と
に
な
る
。こ
の
制
度

は
必
要
が
な
い
。

　
ま
た
、政
治
倫
理
・
審
査

の
請
求
に
つ
い
て
は
、5
人

以
上
の
連
名
で
審
査
請
求

を
す
る
と
あ
る
が
、外
部
か

ら
要
求
さ
れ
、5
人
が
徒
党

を
組
ん
で
、他
の
議
員
を
攻

撃
す
る
事
態
に
も
な
り
か

ね
な
い
。「
審
査
請
求
を
し

た
も
の
は
、審
査
会
の
一
員

に
は
な
れ
な
い
」と
明
記
し

て
お
か
な
い
と
公
正
性
に

欠
け
、不
必
要
な
混
乱
を
招

く
。司
法
権
の
無
い
議
会

が
、議
会
外
で
の
事
柄
に
ど

こ
ま
で
も
及
ぶ
こ
と
は
で

き
な
い
。法
を
超
越
し
た
定

め
事
に
は
無
理
が
あ
る
。諸

法
に
照
ら
し
て
審
議
を
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
本
町
が
手
本
と
し
た
、北

海
道
栗
山
町
議
会
基
本
条

例
に
つ
い
て
は
、手
本
に
し

た
自
治
体
の
大
多
数
が
、ど

こ
も
大
同
小
異
で
似
て
い

る
。こ
の
問
題
点
を
指
摘
す

る
法
学
者
も
現
れ「
一
時
の

流
行
は
大
問
題
で
、安
直
す

ぎ
る
」と
言
っ
て
い
る
。全

国
の
町
村
議
会
で
48
％
が

ま
だ
制
定
し
て
い
な
い
。こ

こ
に
は
大
き
な
要
因
が
あ

る
は
ず
だ
。

　
拙
速
に
こ
と
を
運
ば
ず
、

全
員
で
の
審
議
を
深
め
る

必
要
が
あ
る
の
で
、反
対
す

る
。

『隠岐の島町議会基本条例』の制定に対して、7名（反対2名・賛成5名）の議員が、討論を行いました。
反対討論は、住民参画による条例制定や全議員での合意形成を、賛成討論では、条例制定による
開かれた議会の実現についての内容でした。

討論『隠岐の島町議会基本条例』

反
対
討
論

岡
田 

智
子  

議
員

　
議
会
基
本
条
例
策
定
特

別
委
員
会
が
行
っ
た
、住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
住
民

の
意
見
が
全
て
だ
と
感
じ

る
。「
議
員
個
人
は
皆
、

個
々
に
活
動
は
し
て
い
て

も
、議
会
で
は
何
を
や
っ

て
い
る
の
か
分
か
り
に
く

い
。」こ
う
い
っ
た
意
見

は
、以
前
、私
が
議
員
に
な

る
ま
で
に
感
じ
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。

　
今
回
、議
会
基
本
条
例

策
定
を
す
る
こ
と
で
、議

会
活
動
は
公
正
且
つ
、透

明
性
を
重
ん
じ
た
、開
か

れ
た
議
会
で
あ
る
こ
と
の

表
明
で
あ
り
、住
民
か
ら

信
託
を
受
け
て
い
る
機
関

で
あ
る
議
会
が
、住
民
の

声
に
応
え
、町
政
発
展
に

貢
献
す
る
、住
民
の
方
々

か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
に

な
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、議
会
基
本
条
例
制
定

に
賛
成
す
る
。

　
議
会
基
本
条
例
に
は
、

議
会
と
議
員
が
果
た
す
べ

き
使
命
や
責
務
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
内
容
が
規
定

さ
れ
て
お
り
、特
に
町
民

と
の
関
係
に
お
い
て
は
、

町
民
の
代
表
機
関
で
あ
る

議
会
が
、町
民
に
対
し
て

果
た
す
べ
き
内
容
が
記
さ

れ
て
い
る
。

　
本
町
議
会
に
と
っ
て
、こ

れ
か
ら
の
議
会
運
営
方
針

の
拠
り
所
と
な
る
も
の
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
政
治
倫
理
の
規
定
に
関

し
て
は
、議
員
個
人
の
政
治

信
条
の
自
由
を
制
約
す
る

規
定
で
は
な
い
こ
と
は
、規

定
内
容
を
見
れ
ば
明
ら
か

で
あ
り
、政
治
倫
理
規
定

は
、地
方
議
員
が
、当
然
に

守
る
べ
き
社
会
的
基
本

ル
ー
ル
を
規
定
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
理

解
で
き
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、政
治
倫
理
規
定

は
、議
員
に
対
す
る
懲
罰

を
目
的
と
し
た
規
定
で
は

な
く
、議
会
の
自
立
性
の

尊
重
と
、議
員
が
社
会
倫

理
を
順
守
す
べ
き
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
こ
と

も
、理
解
で
き
る
も
の
と

思
っ
て
い
る
。

　
条
例
案
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、1
年
3
か
月
の

期
間
を
か
け
、計
34
回
の
委

員
会
を
開
催
し
、十
分
な
時

間
を
か
け
策
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。　

　
条
例
策
定
の
過
程
で
の

共
通
理
解
が
足
り
な
い
と

か
、協
議
の
時
間
が
足
り

な
い
、あ
る
い
は
、全
議
員

の
考
え
が
反
映
さ
れ
て
い

な
い
等
の
理
由
で
、条
例

上
程
に
反
対
す
る
こ
と

は
、議
会
基
本
条
例
策
定

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

そ
の
特
別
委
員
会
に
お
い

て
、条
例
案
の
策
定
作
業

を
行
う
と
い
う
、議
会
運

営
上
の
基
本
的
な
考
え
方

に
、い
さ
さ
か
逸
脱
し
た

視
点
で
の
反
対
の
意
思
表

示
で
は
な
い
か
、と
の
思

い
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。

　
ま
た
、議
会
基
本
条
例

は
毎
年
一
回
、条
例
の
目

的
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か

に
つ
い
て
、評
価
を
行
う

こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お

り
、常
に
条
例
内
容
の
見

直
し
を
前
提
と
し
た
視
点

で
策
定
さ
れ
た
条
例
で
あ

る
こ
と
を
認
識
す
れ
ば
、

条
例
制
定
後
に
、全
て
の

議
員
の
考
え
や
、町
民
の

多
様
な
意
見
を
反
映
で
き

る
可
能
性
が
十
分
あ
る
と

い
う
こ
と
も
、理
解
で
き

る
と
考
え
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
理
由
で

今
定
例
会
で
の
議
会
基
本

条
例
の
制
定
に
賛
成
す

る
。

　
こ
の
度
の
、議
会
基
本

条
例
の
制
定
は
、私
個
人

的
に
も
、本
町
議
会
に

と
っ
て
も
長
年
の
課
題
で

あ
っ
た
。

　
委
員
長
報
告
に
も
あ
っ

た
が
、昨
年
6
月
の
定
例

会
以
降
、住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
と
と
も
に

34
回
の
委
員
会
開
催
、3

回
の
議
員
全
体
で
の
意
見

交
換
、そ
し
て
、1
年
3
ヶ

月
に
わ
た
り
調
査
研
究
を

か
さ
ね
、よ
う
や
く
成
案

が
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

　
議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え

が
あ
る
こ
と
は
、ご
く
当

た
り
前
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
を
否
定
す
る
も
の
で

は
な
い
が
、少
な
く
と
も

二
元
代
表
制
の
選
挙
で
選

ば
れ
た
町
長
と
私
た
ち
議

員
が
真
に
議
論
を
重
ね
、

町
執
行
部
と
議
会
が
緊
張

感
を
も
っ
て
、地
方
自
治

の
根
幹
で
あ
る
住
民
福
祉

の
向
上
、並
び
に
町
政
の

発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、

共
に
取
り
組
む
こ
と
が
最

も
大
切
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
こ
の
度
の
、議
会
基
本

条
例
は
、そ
れ
ら
を
盛
り

込
ん
だ
最
低
限
の
本
町
議

会
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
も

の
で
あ
り
、こ
れ
を
契
機

と
し
て
さ
ら
に
議
会
改
革

に
取
り
組
む
第
一
歩
と
な

る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

　
町
民
の
負
託
に
応
え
る

た
め
に
は「
ま
ず
、隗
よ
り

始
め
よ
」と
い
う
こ
と
わ

ざ
も
あ
る
よ
う
に
、我
々

議
会
が
本
条
例
を
制
定

し
、活
動
を
展
開
す
る
、こ

の
こ
と
が
町
民
の
負
託
に

応
え
る
こ
と
だ
と
思
う
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、議

会
基
本
条
例
の
制
定
に
賛

成
す
る
。

　
今
回
の
議
会
基
本
条
例

策
定
の
趣
旨
は「
議
会
の

透
明
化
」で
あ
る
。

　
当
初
に
委
員
会
で
発
送

し
た「
ア
ン
ケ
ー
ト
」で
、

住
民
が
、我
々
議
会
を
ど

う
見
て
い
る
の
か
、回
答

結
果
や
自
由
意
見
に
よ

り
、あ
る
程
度
分
か
っ
た

は
ず
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
我
々
が
い
ま
、や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

そ
し
て
、こ
れ
か
ら
や
っ

て
い
く
べ
き
こ
と
、議
員・

政
治
家
と
し
て
の
当
た
り

前
の
こ
と
が
条
例
化
さ
れ

ず
、住
民
や
有
権
者
に
伝

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
通

用
し
な
い
と
私
は
考
え
、

議
会
基
本
条
例
制
定
に
賛

成
す
る
。

賛
成
討
論

牧
野 
牧
子  
議
員

村
上 

謙
武  

議
員

　
議
会
基
本
条
例
の
重
要

性
に
つ
い
て
、議
会
は
、複

数
の
構
成
員
か
ら
な
る
合

議
制
の
機
関
で
あ
り
、そ
の

中
で
2
つ
の
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

　
一
つ
は
、チ
ェ
ッ
ク
機
関

で
あ
る
こ
と
。そ
し
て
、も

う
一
つ
重
要
な
の
が
、意
思

決
定
を
す
る
機
関
で
あ
る
。

我
々
町
議
会
は
、単
な
る
町

民
の
代
表
で
は
な
く
、町
民

か
ら
権
利
と
責
任
を
与
え

ら
れ
、任
さ
れ
て
い
る
。そ

の
議
会
が
意
思
決
定
す
る

場
で
あ
る
な
ら
ば
、町
民
も

参
加
す
る
べ
き
で
、議
論
を

し
て
決
定
し
た
こ
と
を
、町

民
に
報
告
し
な
い
と
い
け

な
い
。

　
さ
ら
に
、町
民
と
の
対
話

も
必
要
だ
。加
え
て
合
議
制

の
機
関
で
あ
る
以
上
、意
思

決
定
を
す
る
過
程
で
、構
成

員
で
あ
る
議
員
の
議
論
が

絶
対
必
要
で
あ
る
。

　
し
か
し
、議
会
に
対
す
る

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

で
は
、議
会
に
対
す
る
評
価

は
低
く
、議
会
へ
の
信
頼
や

必
要
性
に
つ
い
て
も
厳
し

い
意
見
が
多
く
あ
っ
た
。住

民
に
必
要
と
さ
れ
る
議
会

に
な
る
た
め
の
方
法
と
し

て
、こ
の
度
の
、議
会
基
本

条
例
は
非
常
に
重
要
で
あ

る
と
思
う
。

　
次
に
、条
例
内
容
に
つ
い

て
は
、議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
と
意
思
決
定
を
す
る
こ

と
は
、と
て
も
重
要
で
あ

り
、そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら

見
て
も
、議
決
の
重
さ
や

チ
ェ
ッ
ク
項
目
等
の
明
文

化
や
、町
民
に
と
っ
て
、議

会
が
ど
う
い
っ
た
視
点
で

チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
か
な
ど

が
、理
解
さ
れ
や
す
く
な
っ

て
い
る
。

　
さ
ら
に
、意
思
決
定
す
る

た
め
の
住
民
参
加
、議
員
間

討
議
、懇
談
会
な
ど
に
つ
い

て
も
定
め
て
ら
れ
て
お
り
、

議
会
基
本
条
例
の
目
的
に

も
あ
る
よ
う
に
、町
民
か
ら

信
頼
さ
れ
、必
要
と
さ
れ
る

議
会
に
向
け
、進
ん
で
い
け

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、議
会

基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
賛
成
す
る
。

大
江 

寿  

議
員

髙
宮 

陽
一  

議
員

前
田 

芳
樹  

議
員

か
い
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議
会
基
本
条
例
策
定
特

別
委
員
会
が
行
っ
た
、住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
住
民

の
意
見
が
全
て
だ
と
感
じ

る
。「
議
員
個
人
は
皆
、

個
々
に
活
動
は
し
て
い
て

も
、議
会
で
は
何
を
や
っ

て
い
る
の
か
分
か
り
に
く

い
。」こ
う
い
っ
た
意
見

は
、以
前
、私
が
議
員
に
な

る
ま
で
に
感
じ
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。

　
今
回
、議
会
基
本
条
例

策
定
を
す
る
こ
と
で
、議

会
活
動
は
公
正
且
つ
、透

明
性
を
重
ん
じ
た
、開
か

れ
た
議
会
で
あ
る
こ
と
の

表
明
で
あ
り
、住
民
か
ら

信
託
を
受
け
て
い
る
機
関

で
あ
る
議
会
が
、住
民
の

声
に
応
え
、町
政
発
展
に

貢
献
す
る
、住
民
の
方
々

か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
に

な
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、議
会
基
本
条
例
制
定

に
賛
成
す
る
。

　
議
会
基
本
条
例
に
は
、

議
会
と
議
員
が
果
た
す
べ

き
使
命
や
責
務
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
内
容
が
規
定

さ
れ
て
お
り
、特
に
町
民

と
の
関
係
に
お
い
て
は
、

町
民
の
代
表
機
関
で
あ
る

議
会
が
、町
民
に
対
し
て

果
た
す
べ
き
内
容
が
記
さ

れ
て
い
る
。

　
本
町
議
会
に
と
っ
て
、こ

れ
か
ら
の
議
会
運
営
方
針

の
拠
り
所
と
な
る
も
の
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
政
治
倫
理
の
規
定
に
関

し
て
は
、議
員
個
人
の
政
治

信
条
の
自
由
を
制
約
す
る

規
定
で
は
な
い
こ
と
は
、規

定
内
容
を
見
れ
ば
明
ら
か

で
あ
り
、政
治
倫
理
規
定

は
、地
方
議
員
が
、当
然
に

守
る
べ
き
社
会
的
基
本

ル
ー
ル
を
規
定
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
理

解
で
き
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、政
治
倫
理
規
定

は
、議
員
に
対
す
る
懲
罰

を
目
的
と
し
た
規
定
で
は

な
く
、議
会
の
自
立
性
の

尊
重
と
、議
員
が
社
会
倫

理
を
順
守
す
べ
き
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
こ
と

も
、理
解
で
き
る
も
の
と

思
っ
て
い
る
。

　
条
例
案
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、1
年
3
か
月
の

期
間
を
か
け
、計
34
回
の
委

員
会
を
開
催
し
、十
分
な
時

間
を
か
け
策
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。　

　
条
例
策
定
の
過
程
で
の

共
通
理
解
が
足
り
な
い
と

か
、協
議
の
時
間
が
足
り

な
い
、あ
る
い
は
、全
議
員

の
考
え
が
反
映
さ
れ
て
い

な
い
等
の
理
由
で
、条
例

上
程
に
反
対
す
る
こ
と

は
、議
会
基
本
条
例
策
定

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

そ
の
特
別
委
員
会
に
お
い

て
、条
例
案
の
策
定
作
業

を
行
う
と
い
う
、議
会
運

営
上
の
基
本
的
な
考
え
方

に
、い
さ
さ
か
逸
脱
し
た

視
点
で
の
反
対
の
意
思
表

示
で
は
な
い
か
、と
の
思

い
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。

　
ま
た
、議
会
基
本
条
例

は
毎
年
一
回
、条
例
の
目

的
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か

に
つ
い
て
、評
価
を
行
う

こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お

り
、常
に
条
例
内
容
の
見

直
し
を
前
提
と
し
た
視
点

で
策
定
さ
れ
た
条
例
で
あ

る
こ
と
を
認
識
す
れ
ば
、

条
例
制
定
後
に
、全
て
の

議
員
の
考
え
や
、町
民
の

多
様
な
意
見
を
反
映
で
き

る
可
能
性
が
十
分
あ
る
と

い
う
こ
と
も
、理
解
で
き

る
と
考
え
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
理
由
で

今
定
例
会
で
の
議
会
基
本

条
例
の
制
定
に
賛
成
す

る
。

　
こ
の
度
の
、議
会
基
本

条
例
の
制
定
は
、私
個
人

的
に
も
、本
町
議
会
に

と
っ
て
も
長
年
の
課
題
で

あ
っ
た
。

　
委
員
長
報
告
に
も
あ
っ

た
が
、昨
年
6
月
の
定
例

会
以
降
、住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
と
と
も
に

34
回
の
委
員
会
開
催
、3

回
の
議
員
全
体
で
の
意
見

交
換
、そ
し
て
、1
年
3
ヶ

月
に
わ
た
り
調
査
研
究
を

か
さ
ね
、よ
う
や
く
成
案

が
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

　
議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え

が
あ
る
こ
と
は
、ご
く
当

た
り
前
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
を
否
定
す
る
も
の
で

は
な
い
が
、少
な
く
と
も

二
元
代
表
制
の
選
挙
で
選

ば
れ
た
町
長
と
私
た
ち
議

員
が
真
に
議
論
を
重
ね
、

町
執
行
部
と
議
会
が
緊
張

感
を
も
っ
て
、地
方
自
治

の
根
幹
で
あ
る
住
民
福
祉

の
向
上
、並
び
に
町
政
の

発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、

共
に
取
り
組
む
こ
と
が
最

も
大
切
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
こ
の
度
の
、議
会
基
本

条
例
は
、そ
れ
ら
を
盛
り

込
ん
だ
最
低
限
の
本
町
議

会
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
も

の
で
あ
り
、こ
れ
を
契
機

と
し
て
さ
ら
に
議
会
改
革

に
取
り
組
む
第
一
歩
と
な

る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

　
町
民
の
負
託
に
応
え
る

た
め
に
は「
ま
ず
、隗
よ
り

始
め
よ
」と
い
う
こ
と
わ

ざ
も
あ
る
よ
う
に
、我
々

議
会
が
本
条
例
を
制
定

し
、活
動
を
展
開
す
る
、こ

の
こ
と
が
町
民
の
負
託
に

応
え
る
こ
と
だ
と
思
う
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、議

会
基
本
条
例
の
制
定
に
賛

成
す
る
。

　
今
回
の
議
会
基
本
条
例

策
定
の
趣
旨
は「
議
会
の

透
明
化
」で
あ
る
。

　
当
初
に
委
員
会
で
発
送

し
た「
ア
ン
ケ
ー
ト
」で
、

住
民
が
、我
々
議
会
を
ど

う
見
て
い
る
の
か
、回
答

結
果
や
自
由
意
見
に
よ

り
、あ
る
程
度
分
か
っ
た

は
ず
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
我
々
が
い
ま
、や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

そ
し
て
、こ
れ
か
ら
や
っ

て
い
く
べ
き
こ
と
、議
員・

政
治
家
と
し
て
の
当
た
り

前
の
こ
と
が
条
例
化
さ
れ

ず
、住
民
や
有
権
者
に
伝

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
通

用
し
な
い
と
私
は
考
え
、

議
会
基
本
条
例
制
定
に
賛

成
す
る
。

　
議
会
基
本
条
例
の
重
要

性
に
つ
い
て
、議
会
は
、複

数
の
構
成
員
か
ら
な
る
合

議
制
の
機
関
で
あ
り
、そ
の

中
で
2
つ
の
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

　
一
つ
は
、チ
ェ
ッ
ク
機
関

で
あ
る
こ
と
。そ
し
て
、も

う
一
つ
重
要
な
の
が
、意
思

決
定
を
す
る
機
関
で
あ
る
。

我
々
町
議
会
は
、単
な
る
町

民
の
代
表
で
は
な
く
、町
民

か
ら
権
利
と
責
任
を
与
え

ら
れ
、任
さ
れ
て
い
る
。そ

の
議
会
が
意
思
決
定
す
る

場
で
あ
る
な
ら
ば
、町
民
も

参
加
す
る
べ
き
で
、議
論
を

し
て
決
定
し
た
こ
と
を
、町

民
に
報
告
し
な
い
と
い
け

な
い
。

　
さ
ら
に
、町
民
と
の
対
話

も
必
要
だ
。加
え
て
合
議
制

の
機
関
で
あ
る
以
上
、意
思

決
定
を
す
る
過
程
で
、構
成

員
で
あ
る
議
員
の
議
論
が

絶
対
必
要
で
あ
る
。

　
し
か
し
、議
会
に
対
す
る

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

で
は
、議
会
に
対
す
る
評
価

は
低
く
、議
会
へ
の
信
頼
や

　
10
月
12
日 

松
江
市「
島

根
県
民
会
館
」
に
て
町
村

議
会
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
県
内
１
３
３
名
が
参

加
し
、
本
町
か
ら
は
議
員

14
名
・
事
務
局
2
名
が
参

加
し
た
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
研
修
会
は
中

止
と
な
り
、
新
体
制
に

な
っ
て
初
の
研
修
会
に

な
っ
た
。

　
前
半
は
講
師
の
総
務
省

統
計
局
統
計
利
用
推
進
研

究
官
・
長
藤
洋
明
氏
か
ら

「
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
よ

る
地
域
の
諸
課
題
の
解

決
」
に
つ
い
て
統
計
の
歴

史
を
学
び
、
政
治
を
行
う

者
は
統
計
に
精
通
す
る
べ

き
で
あ
り
、
政
策
目
的
を

明
確
に
す
る
た
め
に
効
果

が
上
が
る
手
段
は
何
か
、

政
策
手
段
と
目
的
の
倫
理

的
な
つ
な
が
り
を
明
確
に

し
、
裏
付
け
と
な
る
デ
ー

タ
等
の
根
拠
を
取
っ
て
い

く
な
ど
、
デ
ー
タ
の
重
要

性
を
認
識
し
た
。

　
統
計
ツ
ー
ル
の
紹
介
を

聞
く
な
ど
、
デ
ー
タ
の
利

活
用
を
し
た
地
域
の
諸
課

題
に
向
け
て
大
変
参
考
に

な
っ
た
。

　
後
半
は
政
治
ア
ナ
リ
ス

ト
伊
藤
惇
夫
氏
か
ら
は
、

「
岸
田
政
権
の
課
題
と
日

本
政
治
の
行
方
」
と
題
し

て
現
政
権
与
党
に
対
し
厳

し
い
批
判
も
あ
っ
た
が
、

「
こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代

の
た
め
に
も
、
衰
退
を
食

い
止
め
ら
れ
る
政
権
に
な

る
よ
う
期
待
し
た
い
」
な

ど
の
講
話
で
あ
っ
た
。

必
要
性
に
つ
い
て
も
厳
し

い
意
見
が
多
く
あ
っ
た
。住

民
に
必
要
と
さ
れ
る
議
会

に
な
る
た
め
の
方
法
と
し

て
、こ
の
度
の
、議
会
基
本

条
例
は
非
常
に
重
要
で
あ

る
と
思
う
。

　
次
に
、条
例
内
容
に
つ
い

て
は
、議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
と
意
思
決
定
を
す
る
こ

と
は
、と
て
も
重
要
で
あ

り
、そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら

見
て
も
、議
決
の
重
さ
や

チ
ェ
ッ
ク
項
目
等
の
明
文

化
や
、町
民
に
と
っ
て
、議

会
が
ど
う
い
っ
た
視
点
で

チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
か
な
ど

が
、理
解
さ
れ
や
す
く
な
っ

て
い
る
。

　
さ
ら
に
、意
思
決
定
す
る

た
め
の
住
民
参
加
、議
員
間

討
議
、懇
談
会
な
ど
に
つ
い

て
も
定
め
て
ら
れ
て
お
り
、

議
会
基
本
条
例
の
目
的
に

も
あ
る
よ
う
に
、町
民
か
ら

信
頼
さ
れ
、必
要
と
さ
れ
る

議
会
に
向
け
、進
ん
で
い
け

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、議
会

基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
賛
成
す
る
。

菊
地 

政
文  

議
員

町民参加の議会となるために
令和4年9月定例会において議会基本条例が制定され、「町民から必要とされる議会」、「信頼される議会」を
目指し、多くの取り組みを行っていくこととなりました。

　町議会は単なる町民の代表でなく、町民から権
利と責任を与えられ任されています。その議会が意
思決定する場であるならば町民との対話も必要で
すし議論し決定したことを町民に報告しないといけ
ません。そのための懇談会を実施していきます。

［懇談会の実施について］
① 懇談会は広報広聴常任委員会が担当する
② 懇談会は班を編成して行う
③ 会場設定や周知、資料作成等は議会側で行う
［開催時期］
当初予算及び決算を審議する
定例会後で年に2回。
［懇談会の内容］
① 議会の活動状況及び
　 審議状況
② 懇談及び意見交換

懇談会の実施

　議会の役割の一つに政策立案がありま
す。町内外から協力者を募り、積極的に政策
の立案・提言をするため、必要に応じて政策
サポーター制度を活用し、政策立案を行う議
会を目指します。

政策サポーターの活用

　本来、議会運営に関しては議会関係者で議論を
行いますが、どうしても内輪の論理で進みがちとな
ります。議会モニター制度は、議会への住民参加の
議会を進めるため、議会に関する住民の声を把握
し、議会運営に反映させていく制度であり。住民意
見を参考にしながら議会運営を進めていきます。
　また、議会モニターになって頂く方々の募集も今
後行う予定です。

［議会モニターの役割］
① 議会運営、議会活動に対して要望・意見・提言
② 議長が依頼した調査事項の報告
［議会モニターの委嘱］
① 公募による者
② 各種団体から推薦のあった者

議会モニターの設置

［政策サポーターの役割］
① 政策に対して助言・提言
② 議会と協働で政策立案に取り組む
［政策サポーターの委嘱］
① 公募による者
② 議会の推薦する者

町
村
議
会
議
員
研
修
報
告

現状に対し支援が
必要なため

現状に対し支援が
必要なため

隠岐の島町農政会議
会長　井川　寛
島根県農業協同組合隠岐
地区本部
常務理事本部長
佐々木　賢治

皆 様 か ら の 請 願 ・ 要 望
件　　名

請
願

要
望

提 出 者 付託委員会 審査結果 理　 由

隠岐の島町にペッ
ト専用の火葬施設
を求める請願

肥料・飼料等高騰
に係る緊急支援措
置に関する要望

ペット用焼却炉の設置
と運営を要望する会
代表　村上　規子
紹介議員
牧野牧子・安部大助
大江　寿・藤野定幸
齋藤則子・西尾幸太郎

採 択

採 択産業建設
常任委員会

産業建設
常任委員会

継続審査をしていた
が大型店出店に関す
る内容は不採択
事業継続支援策実施
は採択とする

隠岐の島町商工会
会長　金田　隆徳

要
望

町内事業者の事業
継続に向けた支援
策の実施について

不採択
（一部採択）

産業建設
常任委員会
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議
会
基
本
条
例
策
定
特

別
委
員
会
が
行
っ
た
、住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
住
民

の
意
見
が
全
て
だ
と
感
じ

る
。「
議
員
個
人
は
皆
、

個
々
に
活
動
は
し
て
い
て

も
、議
会
で
は
何
を
や
っ

て
い
る
の
か
分
か
り
に
く

い
。」こ
う
い
っ
た
意
見

は
、以
前
、私
が
議
員
に
な

る
ま
で
に
感
じ
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。

　
今
回
、議
会
基
本
条
例

策
定
を
す
る
こ
と
で
、議

会
活
動
は
公
正
且
つ
、透

明
性
を
重
ん
じ
た
、開
か

れ
た
議
会
で
あ
る
こ
と
の

表
明
で
あ
り
、住
民
か
ら

信
託
を
受
け
て
い
る
機
関

で
あ
る
議
会
が
、住
民
の

声
に
応
え
、町
政
発
展
に

貢
献
す
る
、住
民
の
方
々

か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
に

な
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、議
会
基
本
条
例
制
定

に
賛
成
す
る
。

　
議
会
基
本
条
例
に
は
、

議
会
と
議
員
が
果
た
す
べ

き
使
命
や
責
務
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
内
容
が
規
定

さ
れ
て
お
り
、特
に
町
民

と
の
関
係
に
お
い
て
は
、

町
民
の
代
表
機
関
で
あ
る

議
会
が
、町
民
に
対
し
て

果
た
す
べ
き
内
容
が
記
さ

れ
て
い
る
。

　
本
町
議
会
に
と
っ
て
、こ

れ
か
ら
の
議
会
運
営
方
針

の
拠
り
所
と
な
る
も
の
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
政
治
倫
理
の
規
定
に
関

し
て
は
、議
員
個
人
の
政
治

信
条
の
自
由
を
制
約
す
る

規
定
で
は
な
い
こ
と
は
、規

定
内
容
を
見
れ
ば
明
ら
か

で
あ
り
、政
治
倫
理
規
定

は
、地
方
議
員
が
、当
然
に

守
る
べ
き
社
会
的
基
本

ル
ー
ル
を
規
定
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
理

解
で
き
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、政
治
倫
理
規
定

は
、議
員
に
対
す
る
懲
罰

を
目
的
と
し
た
規
定
で
は

な
く
、議
会
の
自
立
性
の

尊
重
と
、議
員
が
社
会
倫

理
を
順
守
す
べ
き
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
こ
と

も
、理
解
で
き
る
も
の
と

思
っ
て
い
る
。

　
条
例
案
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、1
年
3
か
月
の

期
間
を
か
け
、計
34
回
の
委

員
会
を
開
催
し
、十
分
な
時

間
を
か
け
策
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。　

　
条
例
策
定
の
過
程
で
の

共
通
理
解
が
足
り
な
い
と

か
、協
議
の
時
間
が
足
り

な
い
、あ
る
い
は
、全
議
員

の
考
え
が
反
映
さ
れ
て
い

な
い
等
の
理
由
で
、条
例

上
程
に
反
対
す
る
こ
と

は
、議
会
基
本
条
例
策
定

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

そ
の
特
別
委
員
会
に
お
い

て
、条
例
案
の
策
定
作
業

を
行
う
と
い
う
、議
会
運

営
上
の
基
本
的
な
考
え
方

に
、い
さ
さ
か
逸
脱
し
た

視
点
で
の
反
対
の
意
思
表

示
で
は
な
い
か
、と
の
思

い
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。

　
ま
た
、議
会
基
本
条
例

は
毎
年
一
回
、条
例
の
目

的
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か

に
つ
い
て
、評
価
を
行
う

こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お

り
、常
に
条
例
内
容
の
見

直
し
を
前
提
と
し
た
視
点

で
策
定
さ
れ
た
条
例
で
あ

る
こ
と
を
認
識
す
れ
ば
、

条
例
制
定
後
に
、全
て
の

議
員
の
考
え
や
、町
民
の

多
様
な
意
見
を
反
映
で
き

る
可
能
性
が
十
分
あ
る
と

い
う
こ
と
も
、理
解
で
き

る
と
考
え
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
理
由
で

今
定
例
会
で
の
議
会
基
本

条
例
の
制
定
に
賛
成
す

る
。

　
こ
の
度
の
、議
会
基
本

条
例
の
制
定
は
、私
個
人

的
に
も
、本
町
議
会
に

と
っ
て
も
長
年
の
課
題
で

あ
っ
た
。

　
委
員
長
報
告
に
も
あ
っ

た
が
、昨
年
6
月
の
定
例

会
以
降
、住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
と
と
も
に

34
回
の
委
員
会
開
催
、3

回
の
議
員
全
体
で
の
意
見

交
換
、そ
し
て
、1
年
3
ヶ

月
に
わ
た
り
調
査
研
究
を

か
さ
ね
、よ
う
や
く
成
案

が
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

　
議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え

が
あ
る
こ
と
は
、ご
く
当

た
り
前
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
を
否
定
す
る
も
の
で

は
な
い
が
、少
な
く
と
も

二
元
代
表
制
の
選
挙
で
選

ば
れ
た
町
長
と
私
た
ち
議

員
が
真
に
議
論
を
重
ね
、

町
執
行
部
と
議
会
が
緊
張

感
を
も
っ
て
、地
方
自
治

の
根
幹
で
あ
る
住
民
福
祉

の
向
上
、並
び
に
町
政
の

発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、

共
に
取
り
組
む
こ
と
が
最

も
大
切
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
こ
の
度
の
、議
会
基
本

条
例
は
、そ
れ
ら
を
盛
り

込
ん
だ
最
低
限
の
本
町
議

会
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
も

の
で
あ
り
、こ
れ
を
契
機

と
し
て
さ
ら
に
議
会
改
革

に
取
り
組
む
第
一
歩
と
な

る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

　
町
民
の
負
託
に
応
え
る

た
め
に
は「
ま
ず
、隗
よ
り

始
め
よ
」と
い
う
こ
と
わ

ざ
も
あ
る
よ
う
に
、我
々

議
会
が
本
条
例
を
制
定

し
、活
動
を
展
開
す
る
、こ

の
こ
と
が
町
民
の
負
託
に

応
え
る
こ
と
だ
と
思
う
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、議

会
基
本
条
例
の
制
定
に
賛

成
す
る
。

　
今
回
の
議
会
基
本
条
例

策
定
の
趣
旨
は「
議
会
の

透
明
化
」で
あ
る
。

　
当
初
に
委
員
会
で
発
送

し
た「
ア
ン
ケ
ー
ト
」で
、

住
民
が
、我
々
議
会
を
ど

う
見
て
い
る
の
か
、回
答

結
果
や
自
由
意
見
に
よ

り
、あ
る
程
度
分
か
っ
た

は
ず
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
我
々
が
い
ま
、や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

そ
し
て
、こ
れ
か
ら
や
っ

て
い
く
べ
き
こ
と
、議
員・

政
治
家
と
し
て
の
当
た
り

前
の
こ
と
が
条
例
化
さ
れ

ず
、住
民
や
有
権
者
に
伝

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
通

用
し
な
い
と
私
は
考
え
、

議
会
基
本
条
例
制
定
に
賛

成
す
る
。

　
議
会
基
本
条
例
の
重
要

性
に
つ
い
て
、議
会
は
、複

数
の
構
成
員
か
ら
な
る
合

議
制
の
機
関
で
あ
り
、そ
の

中
で
2
つ
の
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

　
一
つ
は
、チ
ェ
ッ
ク
機
関

で
あ
る
こ
と
。そ
し
て
、も

う
一
つ
重
要
な
の
が
、意
思

決
定
を
す
る
機
関
で
あ
る
。

我
々
町
議
会
は
、単
な
る
町

民
の
代
表
で
は
な
く
、町
民

か
ら
権
利
と
責
任
を
与
え

ら
れ
、任
さ
れ
て
い
る
。そ

の
議
会
が
意
思
決
定
す
る

場
で
あ
る
な
ら
ば
、町
民
も

参
加
す
る
べ
き
で
、議
論
を

し
て
決
定
し
た
こ
と
を
、町

民
に
報
告
し
な
い
と
い
け

な
い
。

　
さ
ら
に
、町
民
と
の
対
話

も
必
要
だ
。加
え
て
合
議
制

の
機
関
で
あ
る
以
上
、意
思

決
定
を
す
る
過
程
で
、構
成

員
で
あ
る
議
員
の
議
論
が

絶
対
必
要
で
あ
る
。

　
し
か
し
、議
会
に
対
す
る

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

で
は
、議
会
に
対
す
る
評
価

は
低
く
、議
会
へ
の
信
頼
や

　
10
月
12
日 
松
江
市「
島

根
県
民
会
館
」
に
て
町
村

議
会
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
県
内
１
３
３
名
が
参

加
し
、
本
町
か
ら
は
議
員

14
名
・
事
務
局
2
名
が
参

加
し
た
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
研
修
会
は
中

止
と
な
り
、
新
体
制
に

な
っ
て
初
の
研
修
会
に

な
っ
た
。

　
前
半
は
講
師
の
総
務
省

統
計
局
統
計
利
用
推
進
研

究
官
・
長
藤
洋
明
氏
か
ら

「
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
よ

る
地
域
の
諸
課
題
の
解

決
」
に
つ
い
て
統
計
の
歴

史
を
学
び
、
政
治
を
行
う

者
は
統
計
に
精
通
す
る
べ

き
で
あ
り
、
政
策
目
的
を

明
確
に
す
る
た
め
に
効
果

が
上
が
る
手
段
は
何
か
、

政
策
手
段
と
目
的
の
倫
理

的
な
つ
な
が
り
を
明
確
に

し
、
裏
付
け
と
な
る
デ
ー

タ
等
の
根
拠
を
取
っ
て
い

く
な
ど
、
デ
ー
タ
の
重
要

性
を
認
識
し
た
。

　
統
計
ツ
ー
ル
の
紹
介
を

聞
く
な
ど
、
デ
ー
タ
の
利

活
用
を
し
た
地
域
の
諸
課

題
に
向
け
て
大
変
参
考
に

な
っ
た
。

　
後
半
は
政
治
ア
ナ
リ
ス

ト
伊
藤
惇
夫
氏
か
ら
は
、

「
岸
田
政
権
の
課
題
と
日

本
政
治
の
行
方
」
と
題
し

て
現
政
権
与
党
に
対
し
厳

し
い
批
判
も
あ
っ
た
が
、

「
こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代

の
た
め
に
も
、
衰
退
を
食

い
止
め
ら
れ
る
政
権
に
な

る
よ
う
期
待
し
た
い
」
な

ど
の
講
話
で
あ
っ
た
。

必
要
性
に
つ
い
て
も
厳
し

い
意
見
が
多
く
あ
っ
た
。住

民
に
必
要
と
さ
れ
る
議
会

に
な
る
た
め
の
方
法
と
し

て
、こ
の
度
の
、議
会
基
本

条
例
は
非
常
に
重
要
で
あ

る
と
思
う
。

　
次
に
、条
例
内
容
に
つ
い

て
は
、議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
と
意
思
決
定
を
す
る
こ

と
は
、と
て
も
重
要
で
あ

り
、そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら

見
て
も
、議
決
の
重
さ
や

チ
ェ
ッ
ク
項
目
等
の
明
文

化
や
、町
民
に
と
っ
て
、議

会
が
ど
う
い
っ
た
視
点
で

チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
か
な
ど

が
、理
解
さ
れ
や
す
く
な
っ

て
い
る
。

　
さ
ら
に
、意
思
決
定
す
る

た
め
の
住
民
参
加
、議
員
間

討
議
、懇
談
会
な
ど
に
つ
い

て
も
定
め
て
ら
れ
て
お
り
、

議
会
基
本
条
例
の
目
的
に

も
あ
る
よ
う
に
、町
民
か
ら

信
頼
さ
れ
、必
要
と
さ
れ
る

議
会
に
向
け
、進
ん
で
い
け

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、議
会

基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
賛
成
す
る
。

菊
地 

政
文  

議
員

町民参加の議会となるために
令和4年9月定例会において議会基本条例が制定され、「町民から必要とされる議会」、「信頼される議会」を
目指し、多くの取り組みを行っていくこととなりました。

　町議会は単なる町民の代表でなく、町民から権
利と責任を与えられ任されています。その議会が意
思決定する場であるならば町民との対話も必要で
すし議論し決定したことを町民に報告しないといけ
ません。そのための懇談会を実施していきます。

［懇談会の実施について］
① 懇談会は広報広聴常任委員会が担当する
② 懇談会は班を編成して行う
③ 会場設定や周知、資料作成等は議会側で行う
［開催時期］
当初予算及び決算を審議する
定例会後で年に2回。
［懇談会の内容］
① 議会の活動状況及び
　 審議状況
② 懇談及び意見交換

懇談会の実施

　議会の役割の一つに政策立案がありま
す。町内外から協力者を募り、積極的に政策
の立案・提言をするため、必要に応じて政策
サポーター制度を活用し、政策立案を行う議
会を目指します。

政策サポーターの活用

　本来、議会運営に関しては議会関係者で議論を
行いますが、どうしても内輪の論理で進みがちとな
ります。議会モニター制度は、議会への住民参加の
議会を進めるため、議会に関する住民の声を把握
し、議会運営に反映させていく制度であり。住民意
見を参考にしながら議会運営を進めていきます。
　また、議会モニターになって頂く方々の募集も今
後行う予定です。

［議会モニターの役割］
① 議会運営、議会活動に対して要望・意見・提言
② 議長が依頼した調査事項の報告
［議会モニターの委嘱］
① 公募による者
② 各種団体から推薦のあった者

議会モニターの設置

［政策サポーターの役割］
① 政策に対して助言・提言
② 議会と協働で政策立案に取り組む
［政策サポーターの委嘱］
① 公募による者
② 議会の推薦する者

町
村
議
会
議
員
研
修
報
告

現状に対し支援が
必要なため

現状に対し支援が
必要なため

隠岐の島町農政会議
会長　井川　寛
島根県農業協同組合隠岐
地区本部
常務理事本部長
佐々木　賢治

皆 様 か ら の 請 願 ・ 要 望
件　　名

請
願

要
望

提 出 者 付託委員会 審査結果 理　 由

隠岐の島町にペッ
ト専用の火葬施設
を求める請願

肥料・飼料等高騰
に係る緊急支援措
置に関する要望

ペット用焼却炉の設置
と運営を要望する会
代表　村上　規子
紹介議員
牧野牧子・安部大助
大江　寿・藤野定幸
齋藤則子・西尾幸太郎

採 択

採 択産業建設
常任委員会

産業建設
常任委員会

継続審査をしていた
が大型店出店に関す
る内容は不採択
事業継続支援策実施
は採択とする

隠岐の島町商工会
会長　金田　隆徳

要
望

町内事業者の事業
継続に向けた支援
策の実施について

不採択
（一部採択）

産業建設
常任委員会
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・
海
が
き
れ
い
だ
っ
た
。

・
人
の
温
か
さ
を
感
じ
た
。

・
飛
行
機
で
上
空
か
ら
見
て

島
は
結
構
広
い
と
思
っ
た
。

・
空
気
が
と
て
も
う
ま
い
。

・
初
め
て
き
た
「
新
鮮
さ
」

の
中
に
「
な
つ
か
し
さ
」

を
感
じ
た
。

・
早
朝
散
歩
中
に
、
生
ま
れ

て
初
め
て
「
朝
日
」
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
。

・
港
が
き
れ
い
で
、
自
分
の

思
う
「
島
」
の
イ
メ
ー
ジ

と
は
少
し
違
っ
て
い
た
。

・
千
葉
県
船
橋
市
か
ら

　
川
瀬 

い
と
の
さ
ん

・
愛
知
県
一
宮
市
か
ら

　
畦
地 

一
二
三
さ
ん

・
東
京
都
府
中
市
か
ら

　
石
川 
由
人
さ
ん

・
広
島
県
東
広
島
市
か
ら

　
原
口 

友
喜
さ
ん

・
海
岸
や
自
然
な
風
景
な

ど
写
真
撮
影
に
行
く
。

・
海
遊
び

・
魚
釣
り

・
読
書

・
ゲ
ー
ム

・
釣
っ
た
魚
を
自
分
で
料

理
し
て
み
る
。

・
散
歩
や
買
い
も
の

自
由
時
間
は
ど
う

過
ご
し
て
い
ま
す
か

自
由
時
間
は
ど
う

過
ご
し
て
い
ま
す
か

・
専
攻
科
に
進
み
、
タ
ン

カ
ー
船
に
乗
り
た
い
。

・
親
か
ら
の
勧
め
で
、
隠

岐
の
島
で
漁
師
に
な
る

よ
う
に
い
わ
れ
て
い

る
。
自
分
も
そ
う
な
り

た
い
。

・
進
学
し
、
経
営
や
経
済

も
学
び
た
い
。
そ
し
て

隠
岐
島
内
の
商
店
に
就

職
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

・
中
学
生
時
代
に
下
関
に

行
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

こ
で
は
専
攻
科
に
進

み
、
ゆ
く
ゆ
く
は
捕
鯨

船
に
乗
り
働
く
こ
と
が

夢
だ
。

将
来
の
夢
は

・
大
学
に
進
学
し
て
、
経

済
を
学
び
た
い
。

・
漠
然
と
理
系
に
進
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
が
、

じ
っ
く
り
将
来
を
考
え

た
い
。

・
保
育
士
に
な
り
た
い
。

・
大
学
で
地
域
の
こ
と
や

人
と
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て
勉
強
を
し
た
い
。

・
地
元
に
な
い
も
の
を
勉

強
し
て
将
来
に
つ
い
て

考
え
た
い
。

将
来
の
夢
は

・
自
分
た
ち
の
や
り
た
い

こ
と
を
伝
え
る
と
、
す

ぐ
に
で
き
る
人
を
紹
介

し
て
く
れ
て
、
人
脈
の

広
さ
に
驚
い
た
。

・
そ
の
地
区
に
だ
れ
が
住

ん
で
い
る
な
ど
把
握
し

て
い
て
、
ご
近
所
付
き

合
い
の
深
さ
に
驚
い

た
。

・
本
当
の
孫
の
よ
う
に

扱
っ
て
く
れ
て
、
心
の

広
さ
に
驚
い
た
。

島
親
さ
ん
の
印
象
は

コ
ン
ビ
ニ
も
な
く
、

住
み
に
く
い
。
電
車

な
ど
の
移
動
手
段
が
な
い
。

自
転
車
が
あ
れ
ば

ど
こ
で
も
行
け
る
。

な
ん
と
な
く
時
間
が
ゆ
っ

く
り
流
れ
て
い
る
イ
メ
ー

ジ
。む
し
ろ
住
み
や
す
い
。

「
娯
楽
の
な
い
東
京
」
と

と
ら
え
て
い
る
。
逆
に
都

会
で
は
娯
楽
が
あ
り
す
ぎ

る
。 前い

ま

・
地
域
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
感
じ
て
い
た
。

・
小
さ
な
島
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
っ
た
。

・
思
っ
た
よ
り
も
暮

ら
し
や
す
く
、
来

て
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
い

る
。
マ
イ
ペ
ー
ス
を
保
て

て
、
い
い
感
じ
で
過
ご
せ

る
こ
と
、
そ
し
て
島
だ
か

ら
こ
そ
人
と
の
関
わ
り
が

あ
っ
た
。

前い
ま

隠
岐
の
島
町
の
第
一
印
象
は

・
自
然
や
緑
が
多
い
。

・
写
真
で
見
た
と
き
は
自

然
を
感
じ
た
が
、
来
て

み
た
ら
案
外
栄
え
て
い

た
。

・
港
に
行
く
と
「
島
」
を

感
じ
た
。

・
来
る
前
は
不
安
だ
っ
た

が
島
の
人
が
丁
寧
で
不

安
が
解
消
さ
れ
た
。

・
島
親
さ
ん
に
祭
り
や
野

イ
チ
ゴ
狩
り
、
ド
ラ
イ

ブ
に
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
。

・
寮
で
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い

る
。（
居
心
地
が
い
い
）

・
ス
ー
パ
ー
へ
友
達
と
買

い
も
の
に
行
っ
た
り
、

友
人
の
親
に
海
に
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
っ
た
り

し
て
い
る
。

・
神
社
巡
り
や
山
登
り
。

平
日
は
図
書
館
で
過
ご

す
。

・
島
親
さ
ん
と
畑
仕
事
。

隠
岐
の
島
町
の
第
一
印
象
は

か
わ
せ

あ
ぜ
ち    

ひ  

ふ  

み

い
し
か
わ 

ゆ
う
と

は
ら
ぐ
ち 

と
も
き

【
し
ま
ね
高
２
留
学
】

・
神
奈
川
県
横
浜
市
か
ら

　
井
川 

楓
果
さ
ん

・
福
岡
県
福
津
市
か
ら

　
加
藤 

喜
弥
子
さ
ん

・
愛
知
県
北
名
古
屋
市
か
ら

　
森 

咲
星
さ
ん

【
し
ま
ね
留
学
】

・
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
か
ら

　
齋
藤 

綾
乃
さ
ん

・
神
奈
川
県
横
浜
市
か
ら

　
川
口 

隼
さ
ん

 

い
が
わ 

ふ
う
か

か
と
う 

き
み
こ

も
り 

き
ら
ら

さ
い
と
う 

あ
や
の

か
わ
ぐ
ち 

し
ゅ
ん

ニュー・アイランダーズ（新しい島人たち）
　人口減少及び少子高齢化の問題に取り組む中、県外から移住定住をされる U・I ターンの方々はとても大切
な存在です。この隠岐の島町で暮らす私たちが見習うべきこともたくさんあるのでは、と考えます。
　「島外から見た隠岐」を隠岐高校、隠岐水産高校に留学・進学した生徒たちに話を伺いました。

隠
岐
水
産
高
校

隠
岐
高
校

隠
岐
の
島
町
に
来
る
前

と
現
在
で
イ
メ
ー
ジ
や

気
持
ち
の
変
化
は
あ
り

ま
し
た
か

隠
岐
の
島
町
に
来
る
前

と
現
在
で
イ
メ
ー
ジ
や

気
持
ち
の
変
化
は
あ
り

ま
し
た
か

島根県が実施している高校2年次の1年間を島
根の高校で学ぶ国内留学制度。
留学先の高校ならではの「魅力的な高校生活」
を送れるよう、しまね高2留学生の地域での探
究活動とチャレンジをサポートする。隠岐高校
の留学生は「島親さん」という民間の受け入れ
先で週末を過ごし、本町ならではの様々な体験
をしている。

しまね高2留学
左から原口さん、石川さん、畦地さん、川瀬さん

左から川口さん、齋藤さん、森さん、加藤さん、井川さん

島親さんと過ごす週末
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・
海
が
き
れ
い
だ
っ
た
。

・
人
の
温
か
さ
を
感
じ
た
。

・
飛
行
機
で
上
空
か
ら
見
て

島
は
結
構
広
い
と
思
っ
た
。

・
空
気
が
と
て
も
う
ま
い
。

・
初
め
て
き
た
「
新
鮮
さ
」

の
中
に
「
な
つ
か
し
さ
」

を
感
じ
た
。

・
早
朝
散
歩
中
に
、
生
ま
れ

て
初
め
て
「
朝
日
」
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
。

・
港
が
き
れ
い
で
、
自
分
の

思
う
「
島
」
の
イ
メ
ー
ジ

と
は
少
し
違
っ
て
い
た
。

・
千
葉
県
船
橋
市
か
ら

　
川
瀬 

い
と
の
さ
ん

・
愛
知
県
一
宮
市
か
ら

　
畦
地 

一
二
三
さ
ん

・
東
京
都
府
中
市
か
ら

　
石
川 

由
人
さ
ん

・
広
島
県
東
広
島
市
か
ら

　
原
口 

友
喜
さ
ん

・
海
岸
や
自
然
な
風
景
な

ど
写
真
撮
影
に
行
く
。

・
海
遊
び

・
魚
釣
り

・
読
書

・
ゲ
ー
ム

・
釣
っ
た
魚
を
自
分
で
料

理
し
て
み
る
。

・
散
歩
や
買
い
も
の

自
由
時
間
は
ど
う

過
ご
し
て
い
ま
す
か

自
由
時
間
は
ど
う

過
ご
し
て
い
ま
す
か

・
専
攻
科
に
進
み
、
タ
ン

カ
ー
船
に
乗
り
た
い
。

・
親
か
ら
の
勧
め
で
、
隠

岐
の
島
で
漁
師
に
な
る

よ
う
に
い
わ
れ
て
い

る
。
自
分
も
そ
う
な
り

た
い
。

・
進
学
し
、
経
営
や
経
済

も
学
び
た
い
。
そ
し
て

隠
岐
島
内
の
商
店
に
就

職
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

・
中
学
生
時
代
に
下
関
に

行
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

こ
で
は
専
攻
科
に
進

み
、
ゆ
く
ゆ
く
は
捕
鯨

船
に
乗
り
働
く
こ
と
が

夢
だ
。

将
来
の
夢
は

・
大
学
に
進
学
し
て
、
経

済
を
学
び
た
い
。

・
漠
然
と
理
系
に
進
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
が
、

じ
っ
く
り
将
来
を
考
え

た
い
。

・
保
育
士
に
な
り
た
い
。

・
大
学
で
地
域
の
こ
と
や

人
と
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て
勉
強
を
し
た
い
。

・
地
元
に
な
い
も
の
を
勉

強
し
て
将
来
に
つ
い
て

考
え
た
い
。

将
来
の
夢
は

・
自
分
た
ち
の
や
り
た
い

こ
と
を
伝
え
る
と
、
す

ぐ
に
で
き
る
人
を
紹
介

し
て
く
れ
て
、
人
脈
の

広
さ
に
驚
い
た
。

・
そ
の
地
区
に
だ
れ
が
住

ん
で
い
る
な
ど
把
握
し

て
い
て
、
ご
近
所
付
き

合
い
の
深
さ
に
驚
い

た
。

・
本
当
の
孫
の
よ
う
に

扱
っ
て
く
れ
て
、
心
の

広
さ
に
驚
い
た
。

島
親
さ
ん
の
印
象
は

コ
ン
ビ
ニ
も
な
く
、

住
み
に
く
い
。
電
車

な
ど
の
移
動
手
段
が
な
い
。

自
転
車
が
あ
れ
ば

ど
こ
で
も
行
け
る
。

な
ん
と
な
く
時
間
が
ゆ
っ

く
り
流
れ
て
い
る
イ
メ
ー

ジ
。む
し
ろ
住
み
や
す
い
。

「
娯
楽
の
な
い
東
京
」
と

と
ら
え
て
い
る
。
逆
に
都

会
で
は
娯
楽
が
あ
り
す
ぎ

る
。 前い

ま

・
地
域
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
感
じ
て
い
た
。

・
小
さ
な
島
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
っ
た
。

・
思
っ
た
よ
り
も
暮

ら
し
や
す
く
、
来

て
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
い

る
。
マ
イ
ペ
ー
ス
を
保
て

て
、
い
い
感
じ
で
過
ご
せ

る
こ
と
、
そ
し
て
島
だ
か

ら
こ
そ
人
と
の
関
わ
り
が

あ
っ
た
。

前い
ま

隠
岐
の
島
町
の
第
一
印
象
は

・
自
然
や
緑
が
多
い
。

・
写
真
で
見
た
と
き
は
自

然
を
感
じ
た
が
、
来
て

み
た
ら
案
外
栄
え
て
い

た
。

・
港
に
行
く
と
「
島
」
を

感
じ
た
。

・
来
る
前
は
不
安
だ
っ
た

が
島
の
人
が
丁
寧
で
不

安
が
解
消
さ
れ
た
。

・
島
親
さ
ん
に
祭
り
や
野

イ
チ
ゴ
狩
り
、
ド
ラ
イ

ブ
に
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
。

・
寮
で
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い

る
。（
居
心
地
が
い
い
）

・
ス
ー
パ
ー
へ
友
達
と
買

い
も
の
に
行
っ
た
り
、

友
人
の
親
に
海
に
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
っ
た
り

し
て
い
る
。

・
神
社
巡
り
や
山
登
り
。

平
日
は
図
書
館
で
過
ご

す
。

・
島
親
さ
ん
と
畑
仕
事
。

隠
岐
の
島
町
の
第
一
印
象
は

か
わ
せ

あ
ぜ
ち    

ひ  

ふ  

み

い
し
か
わ 

ゆ
う
と

は
ら
ぐ
ち 

と
も
き

【
し
ま
ね
高
２
留
学
】

・
神
奈
川
県
横
浜
市
か
ら

　
井
川 
楓
果
さ
ん

・
福
岡
県
福
津
市
か
ら

　
加
藤 

喜
弥
子
さ
ん

・
愛
知
県
北
名
古
屋
市
か
ら

　
森 

咲
星
さ
ん

【
し
ま
ね
留
学
】

・
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
か
ら

　
齋
藤 

綾
乃
さ
ん

・
神
奈
川
県
横
浜
市
か
ら

　
川
口 

隼
さ
ん

 

い
が
わ 
ふ
う
か

か
と
う 

き
み
こ

も
り 

き
ら
ら

さ
い
と
う 

あ
や
の

か
わ
ぐ
ち 

し
ゅ
ん

ニュー・アイランダーズ（新しい島人たち）
　人口減少及び少子高齢化の問題に取り組む中、県外から移住定住をされる U・I ターンの方々はとても大切
な存在です。この隠岐の島町で暮らす私たちが見習うべきこともたくさんあるのでは、と考えます。
　「島外から見た隠岐」を隠岐高校、隠岐水産高校に留学・進学した生徒たちに話を伺いました。

隠
岐
水
産
高
校

隠
岐
高
校

隠
岐
の
島
町
に
来
る
前

と
現
在
で
イ
メ
ー
ジ
や

気
持
ち
の
変
化
は
あ
り

ま
し
た
か

隠
岐
の
島
町
に
来
る
前

と
現
在
で
イ
メ
ー
ジ
や

気
持
ち
の
変
化
は
あ
り

ま
し
た
か

島根県が実施している高校2年次の1年間を島
根の高校で学ぶ国内留学制度。
留学先の高校ならではの「魅力的な高校生活」
を送れるよう、しまね高2留学生の地域での探
究活動とチャレンジをサポートする。隠岐高校
の留学生は「島親さん」という民間の受け入れ
先で週末を過ごし、本町ならではの様々な体験
をしている。

しまね高2留学
左から原口さん、石川さん、畦地さん、川瀬さん

左から川口さん、齋藤さん、森さん、加藤さん、井川さん

島親さんと過ごす週末
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令和4年（秋）第69号

議会だより議会だより
隠岐の島町

深まりゆく秋　そうだ！まつりに行こう！
◯令和4年9月定例会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２
◯第3回臨時会・令和3年度決算報告・・・・・・・・・・・・・・・P3
◯一般質問・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ5
◯総括質疑・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P10
◯委員長報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P11
◯議会基本条例・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P13
◯『隠岐の島町議会基本条例』討論・・・・・・・・・・・・・・・P14
◯請願・要望・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P17
◯特別企画 隠岐水産高校・隠岐高校・・・・・・・・P18～19
◯採決状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P20

双葉保育園ではシトラスリボン運動に取り組
んでいます。リボンが人の心を繋ぐ架け橋に
なることを願って誰もが安心して過ごせる社
会を目指しています。

　『
ラ
ー
ゲ
リ
よ
り
愛
を
こ
め
て
』

と
い
う
映
画
が
12
月
に
公
開
さ
れ

ま
す
。主
人
公
山
本
幡
男
氏
（
西
ノ

島
町
出
身
）を
、
嵐
の
二
宮
和
也
さ

ん
が
、
妻
モ
ジ
ミ
さ
ん（
本
町
五
箇

出
身
）を
、北
川
景
子
さ
ん
が
演
じ
、

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
原
作
は
、
辺
見
じ
ゅ
ん
氏
の『
収

容
所（
ラ
ー
ゲ
リ
）か
ら
来
た
遺
書
』

で
す
が
、第
二
次
世
界
大
戦
後
の
過

酷
な
シ
ベ
リ
ア
収
容
所
で
、生
き
る

希
望
を
最
後
ま
で
諦
め
な
か
っ
た

幡
男
さ
ん
と
そ
の
仲
間
た
ち
と
の

絆
、
そ
し
て
、
帰
り
を
待
ち
続
け
た

モ
ジ
ミ
さ
ん
た
ち
家
族
の
感
動
の

実
話
で
す
。戦
争
の
悲
惨
さ
や
劣
悪

さ
に
心
痛
む
場
面
も
多
い
で
す
が
、

幡
男
さ
ん
の
力
強
い
生
き
様
に
深

い
感
銘
と
、
温
か
い
人
間
愛
に「
人

と
し
て
大
事
な
心
」を
学
び
ま
し
た
。

　
混
迷
が
続
く
世
の
中
で
す
が
、私

も
議
会
活
動
を
通
じ
て
、幡
男
さ
ん

や
モ
ジ
ミ
さ
ん
の
よ
う
に『
未
来
へ

の
希
望
』を
懸
命
に
探
求
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
責
）　
　
岡
田
　
智
子

編
集
後
記

採 決 の 状 況

賛成多数で可決した議案（定例会）

第３回 臨時会　全会一致で可決した議案

９月 定例会　全会一致で可決・認定・同意した議案

隠岐の島町議会基本条例の制定

件　　　名

令和4年度一般会計補正予算（第2号）

物品購入契約の締結〔西郷歯科診療所医療機器購入〕

［報告］令和3年度上水道事業会計予算繰越計算書に
ついて

令和4年度国保事業勘定特別会計補正予算（第2号）

令和4年度国保施設勘定（五箇診療所）特別会計補正予算
（第1号）

令和4年度下水道事業特別会計補正予算（第3号）

令和4年度後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算
（第1号）

職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例

証紙条例の一部を改正する条例

国民健康保険診療所設置及び管理条例の一部を改正
する条例

クリーンセンター設置及び管理条例を廃止する条例

工事請負契約の締結
〔3災1900号 町道油井21号線①道路災害復旧工事〕

工事請負契約の締結〔中村浄化センター建設工事〕

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
（2名）

令和4年度下水道事業特別会計補正予算（第2号）

訴え提起前の和解について（即決和解1件）

令和4年度一般会計補正予算（第3号）

令和4年度国保施設勘定（中村診療所）特別会計補正予算
（第1号）
令和4年度国保施設勘定（都万診療所）特別会計補正予算
（第1号）

令和4年度訪問看護事業特別会計補正予算（第1号）

令和4年度上水道事業会計補正予算（第1号）

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

特別会計条例の一部を改正する条例

地域の振興を促進するための固定資産税の課税免除等に
関する条例の一部を改正する条例
工事請負契約の締結
〔油井漁港（蔵田地区）ケーソン製作工事〕
工事請負契約の締結
〔五箇中学校受電設備更新・特別教室空調整備工事〕
令和3年度上水道事業会計未処分利益剰余金の
処分及び決算の認定
令和3年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定
（12件）

米
　澤

髙
　宮

石
　田

前
　田

安
　部

池
田
賢

西
　尾

菊
　地

村
　上

大
　江

田
　中

齋
　藤

藤
　野

牧
　野

岡
　田

◯◯◯
×

◯◯◯◯◯◯

××

◯◯

×


